
(57)【要約】

【課題】本発明は、多種多様に突出部が形成された樹脂

製筐体に、滑らかに変化する玉虫色の光沢効果や、キラ

キラと輝く光沢効果を施す特殊な装飾技術を提供する。

【解決手段】重ねられた熱可塑性樹脂板１と偏光フィル

ム２が、該偏光フィルム側が所定形状の型に当てられ、

真空成形、圧空成形、プレス成形のいずれかによって、

突出部を有する前記所定形状の熱可塑性樹脂筐体が加熱

成形される。また、所定形状の成形型に偏光フィルムを

加熱成形した後に、熱可塑性樹脂を射出成形して、熱可

塑性樹脂と偏光フィルムとが密着され一体化された筐体

が製造される。偏光フィルムが所定形状の型内に成形さ

れた後、熱可塑性樹脂を射出成形する、或いは、偏光フ

ィルムが該型に置かれた後、熱可塑性樹脂を射出成形す

ることによっても、装飾効果を有する熱可塑性樹脂筐体

を得られる。これらの製造方法によれば、偏向フィルム

が筐体全体に皺なく被着される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 曲 面 を 含 む 所 定 形 状 の 突 出 部 を 有 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お い て 、
　 前 記 突 出 部 を 形 成 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 、 前 記 所 定 形 状 に 合 わ せ て 、 偏 光 特 性 を 有 す る
フ ィ ル ム を 被 着 し た こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 接 着 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 接 着 層 及 び ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 加 熱 圧 着 さ れ 貼 り 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 接 着 層 を 介 し て 加 熱 圧 着 さ れ 貼 り 合 わ さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 少 な く と も 片 方 の 表 面 に エ ン ボ ス 加 工 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 貼 り 合 わ さ れ た 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 と 前 記 フ ィ ル ム は 、 凹 凸 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 は 、 着 色 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 は 、 前 記 突 出 部 が 透 明 な 板 で 形 成 さ れ 、 該 突 出 部 の 内 側 表 面 が 全 面
的 又 は 部 分 的 に 単 色 又 は 複 数 色 で 装 飾 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず
れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 表 面 が 、 捺 印 に よ っ て 装 飾 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 フ ィ ル ム が 、 前 記 突 出 部 を 形 成 す る 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 の 外 面 と 内 面 の 両 方 に 被 着
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 無 色 又 は 有 色 の 透 明 又 は 半 透 明 の カ バ ー 層 が 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 被 着 さ れ た 前 記 フ
ィ ル ム 上 に 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可
塑 性 樹 脂 筐 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 板 と 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム と が 重 ね 合 さ れ て 、 該 フ ィ ル ム 側 が 所 定 形
状 の 型 に 当 て ら れ 、 真 空 成 形 、 圧 空 成 形 及 び プ レ ス 成 形 の い ず れ か に よ っ て 、 外 側 に 突 出
す る 突 出 部 を 有 す る 前 記 所 定 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可
塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 前 記 フ ィ ル ム を 貼 り 合 せ た 積 層 板 を 生 成 し 、 該 積 層 板 の 該 フ ィ ル
ム 側 が 前 記 型 に 当 て ら れ 、 真 空 成 形 、 圧 空 成 形 及 び プ レ ス 成 形 の い ず れ か に よ っ て 、 前 記
熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の
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製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 接 着 剤 で 貼 り 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 接 着 層 及 び ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 加 熱 圧 着 さ れ 貼 り 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 接 着 剤 を 介 し て 加 熱 圧 着 さ れ 貼 り 合 わ さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 積 層 体 は 、 凹 凸 が 形 成 さ れ た 前 記 型 に よ っ て 、 該 凹 凸 を 有 す る 前 記 所 定 形 状 に 成 形
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 乃 至 １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム が 所 定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 フ ィ ル ム が
該 凹 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、
　 前 記 フ ィ ル ム の 成 形 後 に 、 前 記 成 形 型 に 該 フ ィ ル ム を 介 し て 射 出 成 形 型 を 当 て 、 該 フ ィ
ル ム で 形 成 さ れ た 凹 部 の 内 側 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成
形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 射 出 成 形 型 は 、 前 記 フ ィ ル ム に よ り 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 に 整 合 し た 凸 部 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 フ ィ ル ム が 前 記 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 凹 部 へ の 押 圧 に よ っ て 、 該 フ ィ ル ム が 該 凹 部
の 形 状 に 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 又 は ２ １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 フ ィ ル ム が 前 記 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 凹 部 か ら の 吸 引 に よ っ て 、 該 フ ィ ル ム が 該 凹
部 の 形 状 に 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 又 は ２ １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 凹 部 か ら の 吸 引 は 、 前 記 成 形 型 に 設 け ら れ た 複 数 の 吸 引 孔 を 用 い て 行 わ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 凹 部 か ら の 吸 引 は 、 前 記 凹 部 に お け る 前 記 フ ィ ル ム の 接 触 側 の 端 部 で 行 わ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 成 形 型 は 、 前 記 凹 部 と 前 記 フ ィ ル ム の 接 触 側 の 端 部 で 連 通 す る 小 凹 部 を 有 し 、
　 前 記 凹 部 か ら の 吸 引 は 、 前 記 小 凹 部 に 設 け ら れ た 吸 引 孔 を 用 い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 に は 、 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 乃 至
２ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 接 着 層 の 上 面 に 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ に
記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 は 、 易 接 着 の た め の 表 面 改 質 処 理 が 施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ０ 乃 至 ２ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 表 面 改 質 処 理 が 施 さ れ た 面 上 に 、 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ９ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 表 面 改 質 処 理 が 施 さ れ た 面 上 に 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 接 着 層 が 設 け ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ た 後 に 、 不 要 部 分 を ト リ ミ ン グ し て 除 去 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 乃 至 ３ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 偏 光 特 性 を 有 す る 第 １ フ ィ ル ム が 所 定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 第 １ 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 第
１ フ ィ ル ム が 該 凹 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、
　 偏 光 特 性 を 有 す る 第 ２ フ ィ ル ム が 前 記 凹 部 に 整 合 す る 形 状 の 凸 部 を 有 す る 第 ２ 成 形 型 に
当 て ら れ 、 該 第 ２ フ ィ ル ム が 該 凸 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、
　 前 記 第 １ フ ィ ル ム と 前 記 第 ２ フ ィ ル ム と の 間 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 熱
可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム は 、 吸 引 又 は 押 圧 に よ っ て 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ ２ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ た 後 に 、 不 要 部 分 を ト リ ミ ン グ し て 除 去 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ ３ 又 は ３ ４ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム が 所 定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 フ ィ ル ム が
該 凹 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、
　 前 記 フ ィ ル ム の 成 形 後 に 、 前 記 成 形 型 に 該 フ ィ ル ム を 介 し て 射 出 成 形 型 を 当 て 、 該 フ ィ
ル ム で 形 成 さ れ た 凹 部 の 内 側 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 熱 可 塑 性 樹 脂 板 が 成 形
さ れ 、
　 前 記 フ ィ ル ム 上 に 無 色 又 は 有 色 の 透 明 又 は 半 透 明 の カ バ ー 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム が 所 定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 上 に 置 か れ 、
　 前 記 フ ィ ル ム を 介 し て 、 前 記 成 形 型 に 射 出 成 形 型 が 当 て ら れ 、
　 前 記 フ ィ ル ム と 前 記 射 出 成 形 型 と の 間 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 、 該 フ ィ ル
ム と 共 に 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 加 熱 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 に は 、 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ に 記
載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 接 着 層 の 上 面 に 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に
記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 は 、 易 接 着 処 理 が さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ 乃 至 ３
９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 易 接 着 処 理 の 面 上 に 、 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載
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の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 易 接 着 処 理 の 面 上 に 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 に 偏 向 特 性
を 有 す る フ ィ ル ム を 貼 り 合 わ せ 、 外 側 に 突 出 し て 曲 面 を 含 む 突 出 部 が 形 成 さ れ た 立 体 構 造
を 有 す る 筐 体 に 特 殊 な 装 飾 効 果 を 表 出 さ せ た 熱 可 塑 性 樹 脂 製 の 筐 体 と 、 そ の 製 造 方 法 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 物 を 入 れ る 収 納 容 器 、 電 子 部 品 が 組 み 込 ま れ る ケ ー ス な ど 、 或 い は 、 車 両 の
バ ン パ ー 、 オ ー ト バ イ の カ ウ ル 、 ヘ ル メ ッ ト な ど の 筐 体 は 、 金 属 、 合 成 樹 脂 な ど の 素 材 か
ら 成 る 板 に よ っ て 立 体 的 に 組 み 立 て ら れ る か 、 或 い は 、 一 枚 の 板 か ら 立 体 的 に 一 体 成 形 さ
れ て い た 。 こ の 様 に 構 成 さ れ た 筐 体 の 外 表 面 を 色 彩 装 飾 す る と き 、 金 属 素 材 に よ る 場 合 に
は 、 そ の 筐 体 の 表 面 を 塗 装 す る か 、 着 色 シ ー ト を 貼 着 し て い た 。 ま た 、 合 成 樹 脂 素 材 に よ
る 場 合 に は 、 合 成 樹 脂 自 体 に 着 色 し て お く か 、 或 い は 、 着 色 シ ー ト を 貼 着 す る よ う に し て
い る 。 さ ら に 、 筐 体 表 面 に 金 属 光 沢 を 付 与 す る た め に 、 メ ッ キ 、 金 属 蒸 着 な ど の 手 法 が 適
用 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 合 成 樹 脂 に よ る 筐 体 の 場 合 に は 、 図 ３ ３ （ ａ ） の 断 面 図 に 示 さ れ る よ う に 、 筐 体 で あ る
樹 脂 板 １ 自 体 を 着 色 し て 、 筐 体 に 装 飾 性 を 施 し て い る 。 或 い は 、 図 ３ ３ （ ｂ ） の 断 面 図 に
示 さ れ る よ う に 、 筐 体 で あ る 樹 脂 板 １ の 表 面 に 、 装 飾 用 部 材 ２ と し て 、 着 色 シ ー ト を 貼 着
し 、 或 い は 、 金 属 薄 膜 を 施 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の 様 に 、 従 来 技 術 に よ り 作 成 さ れ た 筐 体 に お い て は 、 そ の 表 面 に 施 さ れ た 装 飾 用
の 色 彩 は 、 固 定 的 で 全 く 変 化 し な い か 、 又 は 、 変 化 し た と し て も 、 そ の 変 化 は 限 定 的 な も
の で あ る 。 例 え ば 、 筐 体 の 表 面 に 、 透 明 な 着 色 シ ー ト を 貼 着 し た 場 合 に あ っ て は 、 着 色 シ
ー ト の 色 と 筐 体 自 体 の 透 け て 見 え る 色 と が 重 な っ て 混 合 色 を 呈 す る と い う 程 度 で あ り 、 外
観 上 、 見 方 に よ っ て 色 彩 が 変 化 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 そ の 特 殊 な 色 彩 効 果 を 奏 す る 方 法 と し て 、 ホ ロ グ ラ ム の 原 理 を 採 用 し 、 立 体 表
面 に あ し ら う べ き 画 像 平 面 部 材 を 作 成 す れ ば 、 見 る 角 度 に よ っ て 像 の 形 や 色 彩 等 が 多 様 に
変 化 す る 筐 体 を 実 現 す る 手 法 が あ る 。 し か し な が ら 、 ホ ロ グ ラ ム の 原 理 に 従 っ た 、 特 に 、
白 色 光 再 生 画 像 の 作 成 は 技 術 的 に 高 度 で あ り 、 そ の 作 成 に あ た っ て は 、 コ ス ト 高 と な る た
め 、 そ の ホ ロ グ ラ ム の 原 理 に よ る 手 法 は 、 安 価 な 筐 体 を 作 製 す る 上 で は 得 策 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の ホ ロ グ ラ ム の 原 理 に よ る 手 法 の 他 に 、 簡 単 な 構 成 で あ り な が ら 、 多 面 体 又 は 曲 面 体
の 色 彩 パ タ ー ン が 見 る 角 度 に よ っ て 様 々 に 変 化 す る よ う に し た 装 飾 手 法 が あ る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 、 ２ を 参 照 ） 。 こ の 装 飾 手 法 で は 、 多 面 体 又 は 曲 面 体 を 有 す る 筐 体 が 透 明 又 は
半 透 明 な 材 料 で 形 成 さ れ 、 そ の 筐 体 の 内 部 又 は 外 部 の 表 面 に 、 複 数 の 偏 光 フ ィ ル ム 又 は プ
レ ー ト の 切 片 で 被 覆 す る よ う に し て い る 。 ま た 、 平 板 状 に 形 成 さ れ た 無 機 又 は 樹 脂 基 板 の
片 側 平 面 に 、 装 飾 用 薄 膜 部 材 、 例 え ば 、 偏 光 フ ィ ル ム を 接 着 し て 、 装 飾 性 が 豊 か で 、 模 様
の 深 み 、 立 体 感 を 付 与 す る 装 飾 手 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ １ ５ ０ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ５ ６ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 特 許 文 献 １ に よ る 装 飾 手 法 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム 又 は プ レ ー ト の
切 片 が 筐 体 の 外 表 面 又 は 内 表 面 に 貼 り 付 け ら れ て お り 、 そ の 筐 体 の 装 飾 に 手 間 を 要 す る も
の で あ り 、 筐 体 の 外 表 面 又 は 内 表 面 の 全 面 を 被 覆 す る こ と が で き な い 。 そ の た め 、 筐 体 の
多 面 又 は 曲 面 に 切 片 を 貼 り 付 け ら れ た と し て も 、 そ の 筐 体 の 装 飾 性 が 全 面 に 渡 っ て 現 れ ず
、 限 定 的 な も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ に よ る 装 飾 手 法 で は 、 基 板 上 に 偏 光 フ ィ ル ム を 接 着 し て 、 模 様 の 深 み
、 立 体 感 を 付 与 し て い る 。 こ の 装 飾 手 法 に 拠 れ ば 、 基 板 が 平 面 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に
は 、 簡 単 に 、 且 つ 、 き れ い な 状 態 で 装 飾 性 を 付 与 で き る 。 と こ ろ で 、 例 え ば 、 合 成 樹 脂 に
よ る 筐 体 の 場 合 に は 、 そ の 筐 体 の 外 面 の 形 状 は 、 多 種 多 様 に 形 成 さ れ て い る こ と が 多 い 。
図 ３ ４ の 断 面 図 に 示 さ れ る よ う に 、 筐 体 Ｂ が 、 外 側 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 形 状 に 形 成
さ れ 、 例 え ば 、 筐 体 全 体 が 皿 形 状 又 は 椀 形 状 に 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 筐 体 Ｂ の 外 面 の
全 周 に 、 曲 面 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 筐 体 の 外 面 に 、 曲 面 が 存 在 し て い て も 、 そ の 曲 面 が 一 軸 で あ れ ば 、 そ の 外 面 の 全 面 に 、
偏 光 フ ィ ル ム を 皺 な く 接 着 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 例 え ば 、 図 ３ ４ に 示 さ
れ た 筐 体 Ｂ の 場 合 の よ う に 、 ３ 次 元 曲 線 で 表 さ れ る よ う な 、 曲 面 が 全 周 に わ た っ て 形 成 さ
れ た 突 出 部 の 全 表 面 に つ い て 、 一 枚 の 偏 光 フ ィ ル ム を 、 皺 な く 、 そ の 曲 面 に 沿 っ て 平 ら に
接 着 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 筐 体 Ｂ の 平 面 部 分 の み に 偏 光 フ ィ ル ム を 接 着 す る の で
あ れ ば 、 偏 光 フ ィ ル ム を 皺 な く 接 着 す る こ と が で き る が 、 こ の 平 面 部 分 に 、 突 出 部 が さ ら
に 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 突 出 部 の 表 面 に お い て も 、 偏 光 フ ィ ル ム を 、 皺 な く 、 そ
の 表 面 に 沿 っ て 平 ら に 接 着 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 多 種 多 様 に 突 出 部 が 形 成 さ れ た 筐 体 の 全 表 面 を 偏 光 フ ィ ル ム で 覆 わ
れ た 筐 体 と し 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 と 偏 光 フ ィ ル ム と を 接 着 し た 積 層 体 を 成 形 し 、 或 い は 、 所
定 形 状 に 成 形 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 成 形 す る こ と に よ っ て 、 特 殊 な 装
飾 性 を 施 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 で は 、 曲 面 を 含 む 所 定 形 状 の 突 出 部 を 有 す る 熱 可 塑
性 樹 脂 筐 体 に お い て 、 前 記 突 出 部 を 形 成 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 、 前 記 所 定 形 状 に 合 わ せ て
偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム を 被 着 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 接 着 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ 、 前 記 熱 可 塑 性 樹
脂 体 に 接 着 層 及 び ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 加 熱 圧 着
さ れ 貼 り 合 わ さ れ 、 或 い は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 接 着 層 を 介 し て 加 熱 圧 着 さ れ 貼 り 合 わ
さ れ て い る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 少 な く と も 片 方 の 表 面 に エ ン ボ ス 加 工 が 施 さ れ て い る こ と と し 、 或 い
は 、 貼 り 合 わ さ れ た 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 と 前 記 フ ィ ル ム は 、 凹 凸 が 施 さ れ て い る こ と と し
た 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 は 、 着 色 さ れ て い る か 、 又 は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 は 、 前 記 突 出 部
が 透 明 な 板 で 形 成 さ れ 、 該 突 出 部 の 内 側 表 面 が 全 面 的 又 は 部 分 的 に 単 色 又 は 複 数 色 で 装 飾
さ れ て い る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 表 面 が 、 捺 印 に よ っ て 装 飾 さ れ て い る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 前 記 フ ィ ル ム が 、 前 記 突 出 部 を 形 成 す る 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 の 外 面 と 内 面 の 両 方 に 被 着
さ れ て い る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 無 色 又 は 有 色 の 透 明 又 は 半 透 明 の カ バ ー 層 が 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 体 に 被 着 さ れ た 前 記 フ
ィ ル ム 上 に 施 さ れ て い る こ と と し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 と 偏 光 特 性 を 有
す る フ ィ ル ム と が 重 ね 合 さ れ て 、 該 フ ィ ル ム 側 が 所 定 形 状 の 型 に 当 て ら れ 、 真 空 成 形 、 圧
空 成 形 及 び プ レ ス 成 形 の い ず れ か に よ っ て 、 外 側 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 前 記 所 定 形 状
の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 前 記 フ ィ ル ム を 貼 り 合 せ た 積 層 板 を 生 成 し 、 該 積 層 板 の
フ ィ ル ム 側 が 前 記 型 に 当 て ら れ 、 真 空 成 形 、 圧 空 成 形 及 び プ レ ス 成 形 の い ず れ か に よ っ て
、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 フ ィ ル ム は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 接 着 剤 で 貼 り 合 わ さ れ 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に
接 着 層 及 び ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 加 熱 圧 着 さ れ 貼
り 合 わ さ れ 、 或 い は 、 前 記 熱 可 塑 性 樹 脂 板 に 接 着 剤 を 介 し て 加 熱 圧 着 さ れ 貼 り 合 わ さ れ る
こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 積 層 体 は 、 凹 凸 が 形 成 さ れ た 前 記 型 に よ っ て 、 該 凹 凸 を 有 す る 前 記 所 定 形 状 に 成 形
さ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム が 所
定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 フ ィ ル ム が 該 凹 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、 前 記 フ
ィ ル ム の 成 形 後 に 、 前 記 成 形 型 に 該 フ ィ ル ム を 介 し て 射 出 成 形 型 を 当 て 、 該 フ ィ ル ム で 形
成 さ れ た 凹 部 の 内 側 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る
こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 射 出 成 形 型 は 、 前 記 フ ィ ル ム に よ り 形 成 さ れ た 前 記 凹 部 に 整 合 し た 凸 部 を
有 し 、 更 に は 、 前 記 フ ィ ル ム が 前 記 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 凹 部 へ の 押 圧 に よ っ て 、 該 フ ィ
ル ム が 該 凹 部 の 形 状 に 成 形 さ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル ム が 前 記 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 凹 部 か ら の 吸 引 に よ っ て 、 該 フ ィ ル ム が 該 凹
部 の 形 状 に 成 形 さ れ る こ と と し 、 前 記 凹 部 か ら の 吸 引 は 、 前 記 成 形 型 に 設 け ら れ た 複 数 の
吸 引 孔 を 用 い て 行 わ れ 、 さ ら に は 、 前 記 凹 部 か ら の 吸 引 は 、 前 記 凹 部 に お け る 前 記 フ ィ ル
ム の 接 触 側 の 端 部 で 行 わ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 成 形 型 は 、 前 記 凹 部 と 前 記 フ ィ ル ム の 接 触 側 の 端 部 で 連 通 す る 小 凹 部 を 有 し 、 前 記
凹 部 か ら の 吸 引 は 、 前 記 小 凹 部 に 設 け ら れ た 吸 引 孔 を 用 い て 行 わ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 に は 、 接 着 層 が 設 け ら れ る こ と と し 、 前 記 接 着 層 の 上 面 に 、 ビ ン
デ ィ ン グ 層 が 設 け ら れ て い る こ と と し 、 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 は 、 易 接 着 の た め の 表 面 改
質 処 理 が 施 さ れ て い る こ と と し 、 該 表 面 改 質 処 理 が 施 さ れ た 面 上 に 、 接 着 層 が 設 け ら れ 、
或 い は 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 を 介 し て 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と と し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 偏 光 特 性 を 有 す る 第 １ フ ィ ル ム
が 所 定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 第 １ 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 第 １ フ ィ ル ム が 該 凹 部 の 形 状 に 成 形
さ れ 、 偏 光 特 性 を 有 す る 第 ２ フ ィ ル ム が 前 記 凹 部 に 整 合 す る 形 状 の 凸 部 を 有 す る 第 ２ 成 形
型 に 当 て ら れ 、 該 第 ２ フ ィ ル ム が 該 凸 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、 前 記 第 １ フ ィ ル ム と 前 記 第 ２
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フ ィ ル ム と の 間 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ る こ
と と し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ フ ィ ル ム は 、 吸 引 又 は 押 圧 に よ っ て 成 形 さ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム が 所
定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 フ ィ ル ム が 該 凹 部 の 形 状 に 成 形 さ れ 、 該 フ ィ
ル ム の 成 形 後 に 、 前 記 成 形 型 に 該 フ ィ ル ム を 介 し て 射 出 成 形 型 を 当 て 、 該 フ ィ ル ム で 形 成
さ れ た 凹 部 の 内 側 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 熱 可 塑 性 樹 脂 板 が 成 形 さ れ 、 前 記
フ ィ ル ム 上 に 無 色 又 は 有 色 の 透 明 又 は 半 透 明 の カ バ ー 層 を 形 成 す る こ と と し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 成 形 さ れ た
後 に 、 不 要 部 分 を ト リ ミ ン グ し て 除 去 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム が 所
定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 上 に 置 か れ 、 該 フ ィ ル ム を 介 し て 、 前 記 成 形 型 に 射 出 成 形 型
を 当 て 、 該 フ ィ ル ム と 該 射 出 成 形 型 と の 間 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射 出 す る こ と に よ り 、 該 フ ィ
ル ム と 共 に 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 加 熱 成 形 さ れ る こ と と し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 に は 、 接 着 層 が 設 け ら れ 、 前 記 接 着 層 の 上 面 に 、 ビ ン デ
ィ ン グ 層 が 設 け ら れ 、 前 記 フ ィ ル ム の 被 着 面 は 、 易 接 着 処 理 が さ れ 、 或 い は 、 該 易 接 着 処
理 の 面 上 に 、 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と と し 、 さ ら に 、 該 易 接 着 処 理 の 面 上 に 、 ビ ン デ
ィ ン グ 層 を 介 し て 接 着 層 が 設 け ら れ て い る こ と と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 拠 れ ば 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 と 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム と を 重 ね
た 積 層 体 を 成 形 す る こ と に よ っ て 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ た 該 フ ィ ル ム に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 射
出 成 形 す る こ と に よ っ て 、 或 い は 、 偏 光 フ ィ ル ム と 熱 可 塑 性 樹 脂 と を 同 時 に 加 熱 成 形 す る
こ と に よ っ て 、 樹 脂 筐 体 を 製 造 す る よ う に し た の で 、 多 種 多 様 に 突 出 部 が 形 成 さ れ た 筐 体
で あ っ て も 、 そ の 全 表 面 に つ い て 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム を 、 皺 な く 、 き れ い に 貼 り 付
け る こ と が で き る 。 そ の た め 、 ３ 次 元 構 造 を 持 つ 筐 体 の 全 表 面 に わ た っ て 、 熱 可 塑 性 樹 脂
板 自 体 に 施 さ れ た 装 飾 に 加 え て 、 模 様 の 深 み 、 立 体 感 を 付 与 で き 、 有 色 樹 脂 、 塗 装 、 メ ッ
キ 、 蒸 着 な ど に よ る 手 法 で は 表 現 で き な い 筐 体 へ の 特 殊 な 装 飾 、 例 え ば 、 滑 ら か に 変 化 す
る 玉 虫 色 の 光 沢 効 果 を 施 し た 筐 体 を 簡 単 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム に エ ン ボ ス 加 工 を 施 す こ と に よ り 、 外 部 光 の 反 射 に よ
り 、 キ ラ キ ラ と 輝 く パ ー ル 装 飾 の 効 果 を 、 多 種 多 様 に 突 出 部 が 形 成 さ れ た 筐 体 の 全 面 に 簡
単 に 施 す こ と が で き る 。 さ ら に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 と 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム と を 重 ね た
積 層 体 を 成 形 す る と き 使 用 す る 成 形 型 に 凹 凸 を 形 成 し て お く こ と に よ り 、 特 殊 な 装 飾 が 施
さ れ た 突 出 部 自 体 に 凹 凸 の 模 様 を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 と 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム
と を 貼 り 合 わ せ た 積 層 構 造 を 有 す る の で 、 そ の 特 殊 な 装 飾 効 果 は 、 有 色 樹 脂 、 塗 装 、 メ ッ
キ 、 蒸 着 な ど に よ る 手 法 に よ る 装 飾 の よ う に 、 退 色 な ど の 変 化 が な く 、 安 定 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 と そ の 製 造 方 法 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 、 図 を 参
照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ に 、 第 １ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 断 面 が 示 さ れ て い る
。 図 １ に 示 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ １ の 形 状 は 、 図 ３ ４ に 示 さ れ た 筐 体 Ｂ と 同 様 の 形 状
を 例 に し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 第 １ 本 実 施 形 態 で 扱 わ れ る 筐 体 の 形 状 は 、 図 ３ ４ の 筐 体 の 形 状 に 限 ら れ ず 、 物 を
入 れ る 収 納 容 器 、 電 子 部 品 が 組 み 込 ま れ る ケ ー ス な ど の 筐 体 で あ っ て 、 外 側 に 突 出 す る 突
出 部 を 有 す る 形 状 の も の で あ れ ば よ く 、 即 ち 、 箱 状 の 立 体 的 な 構 造 を 有 し 、 外 形 が 複 雑 な
凹 凸 を し 、 部 分 的 に 突 出 し て い て も 装 飾 対 象 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 当 該 筐 体 が 、 容
器 の 蓋 部 で あ っ て も 、 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ る マ ウ ス の 上 部 カ バ ー ケ ー ス で も
適 用 で き る 。 さ ら に 、 物 を 入 れ る 収 納 容 器 、 電 子 部 品 が 組 み 込 ま れ る ケ ー ス な ど 、 或 い は
、 車 両 の バ ン パ ー 、 オ ー ト バ イ の カ ウ ル 、 ヘ ル メ ッ ト な ど の 筐 体 に も 適 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ １ は 、 図 ３ ４ の 筐 体 Ｂ に お い て は 、 筐 体 Ｂ が 樹 脂 材 料 で 成 形
さ れ た だ け で あ る の に 対 し て 、 図 １ の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ １ で は 、 一 枚 の 偏 光 特 性 を 有 す
る フ ィ ル ム ２ が 、 皺 が 発 生 す る こ と な く 、 筐 体 の 全 体 に わ た っ て 樹 脂 板 １ の 外 表 面 を 覆 う
よ う に 、 被 着 さ れ て い る 。 こ の フ ィ ル ム ２ が 樹 脂 板 １ の 全 表 面 に 被 着 さ れ て い る こ と に よ
っ て 、 樹 脂 基 板 １ 自 体 へ の 装 飾 に 加 え て 、 例 え ば 、 玉 虫 色 の 光 沢 効 果 の 特 殊 な 装 飾 を 施 す
こ と が で き 、 筐 体 を ど の 方 向 か ら 見 て も 滑 ら か に 変 化 す る 玉 虫 色 の 光 沢 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 使 用 さ れ る 偏 光 特 性 を 有 す る フ ィ ル ム （ 以 降 、 偏
光 フ ィ ル ム と 称 す る ） に つ い て 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 偏 光 フ ィ ル
ム の 形 成 状 態 を 示 し 、 模 式 的 な 断 面 で 表 し て い る 。 図 ２ で は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 、 代 表 的
に 、 薄 い フ ィ ル ム Ｆ １ 乃 至 Ｆ ３ か ら な る 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 示 さ れ て い る 。 フ ィ ル ム Ｆ １ 乃
至 Ｆ ３ に は 、 例 え ば 、 図 ２ に 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 、 二 軸 延 伸 さ れ た ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル
ム が 使 用 さ れ る 。 各 フ ィ ル ム の 屈 折 率 は 、 こ の 二 軸 延 伸 の 度 合 い に 応 じ て 変 化 す る 。 フ ィ
ル ム Ｆ １ 乃 至 Ｆ ３ の 二 軸 延 伸 の 度 合 い が 異 な っ て お り 、 こ れ ら が 貼 り 合 わ さ れ て 積 層 さ れ
る と 、 偏 光 フ ィ ル ム が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 積 層 に あ た っ て は 、 ３ 枚 の フ ィ ル ム に 限 ら れ ず 、 こ れ 以 上 の 複 数 枚 が 積 層 さ れ て も
よ い 。 ま た 、 こ こ で は 、 こ の 積 層 さ れ る フ ィ ル ム は 、 二 軸 延 伸 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム が 積
層 さ れ た 場 合 を 例 に し た が 、 積 層 さ れ る 各 フ ィ ル ム の 屈 折 率 が 異 な っ て い れ ば 、 偏 光 フ ィ
ル ム を 形 成 で き る の で 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム と ナ イ ロ ン フ ィ ル ム の よ う に 、 異
種 材 料 フ ィ ル ム の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 般 に 、 異 な る 屈 折 率 の 薄 い フ ィ ル ム を 成 層 し た 重 層 薄 膜 に お い て は 、 重 層 の 仕 方 に よ
っ て 、 可 視 光 波 長 領 域 の 光 が ほ ぼ 完 全 に 反 射 さ れ 、 金 属 光 沢 が 得 ら れ る 理 想 型 重 層 薄 膜 干
渉 現 象 と 、 反 射 光 の 波 長 域 が 狭 ま り 、 反 射 率 が 低 下 し 、 反 射 さ れ る 波 長 域 の 色 が 得 ら れ る
非 理 想 型 重 層 薄 膜 干 渉 現 象 と が あ る こ と は 知 ら れ て い る 。 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 用
い ら れ る 偏 向 フ ィ ル ム は 、 こ れ ら の 薄 膜 干 渉 現 象 を 利 用 し て 、 種 々 の 装 飾 効 果 を 発 現 す る
よ う に 、 積 層 さ れ る 各 フ ィ ル ム の 屈 折 率 と 膜 厚 と が 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ３ を 参 照 し て 、 以 上 の よ う に 形 成 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 効 果 の 発 現
原 理 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ で は 、 フ ィ ル ム Ｆ １ 乃 至 Ｆ ３ で 形 成 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の
最 外 層 の フ ィ ル ム Ｆ １ を 代 表 的 に 示 し て い る 。 こ こ で 、 可 視 光 Ｌ １ が 、 フ ィ ル ム Ｆ １ の 表
面 に 到 達 す る と 、 可 視 光 Ｌ １ の 一 部 分 は 、 光 Ｌ １ １ と し て 反 射 さ れ 、 そ の 他 の 部 分 は 、 光
Ｌ １ ２ と し て フ ィ ル ム Ｆ １ 内 に 屈 折 さ れ る 。 そ し て 、 屈 折 さ れ た 光 Ｌ １ ２ は 、 フ ィ ル ム Ｆ
１ の 裏 面 で 反 射 さ れ て 、 光 Ｌ １ １ の 入 射 点 に 対 し て フ ィ ル ム Ｆ １ の 表 面 に 到 達 し 、 そ こ で
、 光 Ｌ １ ２ は 、 屈 折 さ れ て 、 フ ィ ル ム Ｆ １ 外 に 出 射 さ れ る 。 勿 論 、 フ ィ ル ム の 下 面 で の 反
射 は 、 膜 厚 に よ っ て は 完 全 反 射 と は な ら ず 、 光 Ｌ １ ２ の 一 部 は フ ィ ル ム Ｆ ２ に 入 射 さ れ る
の で 、 実 際 に は 、 反 射 光 と し て の 光 Ｌ １ ２ は 、 屈 折 さ れ た 光 Ｌ １ ２ の 一 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 光 Ｌ １ ２ が 出 射 さ れ た 位 置 に は 、 可 視 光 Ｌ ２ が 入 射 さ れ る の で 、 こ の 可 視 光 Ｌ ２

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-196659 A 2007.8.9



も 、 可 視 光 Ｌ １ と 同 様 に 、 フ ィ ル ム Ｆ １ の 表 面 に 到 達 す る と 、 可 視 光 Ｌ ２ の 一 部 分 は 、 光
Ｌ ２ １ と し て 反 射 さ れ 、 そ の 他 の 部 分 は 、 光 Ｌ ２ ２ と し て フ ィ ル ム Ｆ １ 内 に 屈 折 さ れ る 。
そ こ で 、 可 視 光 Ｌ ２ の 入 射 点 に お い て は 、 薄 膜 干 渉 現 象 が 生 じ て 、 反 射 光 で あ る 光 Ｌ ２ １
と 出 射 光 で あ る 光 Ｌ １ ２ と が 干 渉 す る 。 こ の 結 果 、 可 視 光 Ｌ １ 、 Ｌ ２ の 波 長 と は 異 な る 波
長 の 光 が 生 成 さ れ る 。 複 数 の 薄 膜 フ ィ ル ム が 積 層 さ れ て い る 場 合 に は 、 可 視 光 の 入 射 点 で
は 、 こ の 入 射 点 で の 反 射 光 と 複 数 の 出 射 光 が 干 渉 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 様 に 、 薄 膜 フ ィ ル ム の 積 層 に よ る 偏 光 フ ィ ル ム の 薄 膜 干 渉 現 象 を 利 用 す る こ と に よ
り 、 色 素 を 使 用 し な い で 、 異 な る 色 の 発 現 さ せ る こ と が で き 、 或 い は 、 金 属 膜 を 使 用 し な
い で も 、 金 属 光 沢 を 実 現 で き る 。 ま た 、 可 視 光 の 代 わ り に 、 白 色 光 が 偏 光 フ ィ ル ム に 入 射
さ れ る 場 合 に は 、 白 色 光 が 、 フ ィ ル ム の プ リ ズ ム 効 果 に よ っ て 、 長 波 長 か ら 短 波 長 の 虹 色
の 光 に 分 解 さ れ 、 分 解 さ れ た 各 光 が 白 色 光 の 入 射 点 で 互 い に 干 渉 し あ い 、 結 果 と し て 、 玉
虫 色 の 装 飾 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 さ れ る 第 １ 形 態 例 に よ る 筐 体 の 形 状 に よ る 場 合 を 例 に し て 、 上 述 し た 偏
光 フ ィ ル ム を 被 着 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 ４ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て 説
明 す る 。 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 形 成 す る 素 材 と し て は 、 ア ク リ ル 、 Ａ Ｂ Ｓ 、 塩
ビ 系 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ
レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル コ ポ リ マ ー 、 ポ リ ス チ ロ ー ル な ど が 使 用 さ れ る
。 ま た 、 偏 光 フ ィ ル ム に は 、 上 述 し た 二 軸 延 伸 ポ リ エ ス テ ル フ ィ ル ム の 積 層 膜 な ど を 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ４ に 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 第 １ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工
程 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と を 貼 り 合 わ せ ら れ 、 積
層 板 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 こ こ で 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ の 厚 さ は 、 筐 体 と し て 必 要
な 強 度 を 有 し て い れ ば よ く 、 そ の 板 は 、 例 え ば 、 シ ー ト 状 の も の で も よ い 。 熱 可 塑 性 樹 脂
板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と を 貼 り 合 わ せ に は 、 接 着 剤 で 接 着 が 行 わ れ て も よ く 、 或 い は 、 加
熱 圧 着 で 接 着 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 貼 り 合 わ せ て 生 成 さ れ た 積 層 板 を 所 定 サ イ ズ に プ レ ス 抜 き 加 工 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
２ ） 。 こ の 加 工 さ れ た 積 層 板 が 所 定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 の 上 に 載 置 さ れ 、 そ こ で 、
こ の 成 形 型 を 使 用 し て 、 加 熱 成 形 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 積 層 板 の 加 熱 成 形 の 様 子 が 、 図 ５ に 示 さ れ る 。 図 ５ で は 、 断 面 図 で 示 さ れ て い る が
、 成 形 型 ３ は 、 図 １ に 示 さ れ た 筐 体 の 外 形 形 状 に 合 致 す る 凹 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 凹
部 の 上 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と に よ る 所 定 サ イ ズ の 積 層 板 が 、 偏 光 フ ィ
ル ム ２ を 凹 部 側 に し て 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で 、 成 形 型 ３ を 用 い た 真 空 成 形 に よ り 、 所 定 形 状 の 筐 体 を 加 熱 成 形 す る 場 合 に は 、
図 ５ に お い て は 図 示 を 省 略 し て い る が 、 成 形 型 ３ の 凹 部 の 底 部 に 設 け ら れ た 真 空 引 き 孔 か
ら 空 気 を 引 き 抜 き 、 積 層 体 の 成 形 を 行 う 。 一 方 、 成 形 型 ３ を 用 い た 圧 空 成 形 に よ り 、 所 定
形 状 の 筐 体 を 加 熱 成 形 す る 場 合 に は 、 成 形 型 ３ の 凹 部 に 載 置 さ れ た 積 層 体 の 上 側 か ら 、 風
圧 を 加 え て 、 積 層 体 の 成 形 を 行 う 。 ま た 、 成 形 型 ３ を 用 い た プ レ ス 成 形 に よ り 、 所 定 形 状
の 筐 体 を 加 熱 成 形 す る 場 合 に は 、 図 ５ に お い て は 図 示 を 省 略 し て い る が 、 成 形 型 ３ の 凹 部
に 見 合 う 形 状 の メ ス 型 の プ レ ス 型 の 押 圧 に よ っ て 、 積 層 体 の 成 形 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 い で 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 加 熱 成 形 さ れ た 積 層 板 を 成 形 型 ３ か ら 取 出 し 、 積 層 板 の
不 要 部 分 が 切 除 さ れ る と 、 図 １ に 示 さ れ た よ う な 形 状 を 有 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 完 成 す
る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 以 上 の よ う な 筐 体 の 製 造 工 程 に 拠 れ ば 、 外 側 に 突 出 す る 突 出 部 を 有
す る 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ の 全 表 面 を 偏 光 フ ィ ル ム ２ で 均 一 に 覆 う こ と が で き 、 偏 光 フ
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ィ ル ム に 皺 が 発 生 し な い の で 、 筐 体 全 体 に わ た っ て 、 ど こ か ら 見 て も 、 玉 虫 色 の 光 沢 に よ
る 装 飾 効 果 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ ま で に 説 明 し た 第 １ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 積 層 板 を 加 熱
成 形 す る と き に は 、 所 定 サ イ ズ に 切 り 抜 い た 積 層 板 が 、 供 給 さ れ た が 、 積 層 板 の 加 熱 成 形
の 前 に 切 り 抜 く 代 わ り に 、 積 層 板 の 加 熱 成 形 に あ た っ て は 、 積 層 板 を 連 続 シ ー ト で 供 給 し
、 加 熱 成 形 後 に 、 筐 体 部 分 の み を 切 り 抜 く よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 上 述 の 製 造 方 法 に お い て は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と に よ る 積 層 板
が 加 熱 成 形 の 前 工 程 で 、 予 め 接 着 さ れ て い た が 、 こ の 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２
と の 貼 り 合 わ せ を 、 加 熱 成 形 時 に 行 う よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の
製 造 に 関 す る 第 ２ 具 体 例 の フ ロ ー チ ャ ー ト が 、 図 ６ に 示 さ れ る 。 こ こ で も 、 図 １ に 示 さ れ
た 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 製 造 さ れ る も の と し 、 図 ５ に 示 さ れ た 成 形 型 ３ が 使 用 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 先 ず 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と が 重 ね ら れ た 状 態 で 、 所 定 サ イ ズ に プ レ ス
抜 き 加 工 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。 所 定 サ イ ズ に 加 工 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ
ィ ル ム ２ と が 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 下 側 に し て 重 ね ら れ て 成 形 型 ３ の 上 に 載 置 さ れ る 。 こ の
と き に は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と は 接 着 さ れ て な く 、 重 ね ら れ て い る だ け
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 い で 、 前 述 し た プ レ ス 成 形 の 場 合 と 同 様 に 、 図 ５ に 示 さ れ た 成 形 型 ３ が 用 い ら れ 、 成
形 型 ３ に 形 成 さ れ た 凹 部 に 見 合 う 形 状 の メ ス 型 の プ レ ス 型 に よ る 加 圧 で 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板
１ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と が 、 加 熱 成 形 さ れ る と 同 時 に 、 加 圧 接 着 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ）
。 こ れ で 、 成 形 型 ３ の 凹 部 内 で 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 加 熱 成 形 さ れ て い る の で 、 成 形 型 ３ か
ら 取 出 し 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 不 要 部 分 が 切 除 さ れ る と 、 図 １ に 示 さ れ
た よ う な 形 状 を 有 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う な 筐 体 の 製 造 工 程 に 拠 っ て も 、 外 側 に 突 出 す る 突 出 部 を 有 す る 形 状 の 熱 可 塑 性
樹 脂 板 １ の 全 表 面 を 偏 光 フ ィ ル ム ２ で 均 一 に 貼 り 合 わ さ れ て 覆 う こ と が で き 、 偏 光 フ ィ ル
ム に 皺 が 発 生 せ ず 、 筐 体 全 体 に わ た っ て 、 ど こ か ら 見 て も 、 玉 虫 色 の 光 沢 に よ る 装 飾 効 果
を 施 す こ と が で き る 。 な お 、 ス テ ッ プ １ ２ に お け る 加 圧 接 着 の 代 わ り に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板
１ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と の 間 に 、 接 着 剤 を 介 在 さ せ て 、 加 熱 成 形 時 に 接 着 す る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 に 説 明 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 使 用 さ れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ は 、 所 望 の 着 色 が 施 さ
れ て い て も 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 貼 着 に よ っ て 、 筐 体 全 体 に 玉 虫 色 の 光 沢 を 有 す る 装 飾 効 果
を 施 す こ と が で き る が 、 こ の 玉 虫 色 光 沢 の 効 果 を 強 調 し て 表 現 す る に は 、 樹 脂 板 を 黒 色 に
す る と よ い 。 樹 脂 板 を 黒 以 外 の 色 で 着 色 し た 場 合 に は 、 玉 虫 色 光 沢 の 効 果 が 着 色 さ れ た 地
色 上 に 表 現 さ れ 、 装 飾 性 が 多 様 化 さ れ る 。 ま た 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ に 無 色 透 明 な 材 料 を 使
用 し た 場 合 に は 、 筐 体 の 内 面 側 を 塗 装 な ど で 着 色 す る と 、 深 み の あ る 装 飾 に 加 え て 、 玉 虫
色 光 沢 の 効 果 に よ る 装 飾 を 施 す こ と が で き る 。 こ の 場 合 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 の 内 側 表 面 を
、 全 面 的 又 は 部 分 的 に 、 そ し て 、 単 色 又 は 複 数 色 で 塗 装 す る よ う に し て も よ く 、 例 え ば 、
模 様 を 描 く こ と も で き 、 或 い は 、 記 号 又 は 文 字 な ど に よ る ロ ゴ な ど を 含 ま せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ に 貼 り 合 わ さ れ る 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 表 面 に エ ン ボ ス 加 工 を 施 し
て お く と 、 筐 体 の 表 面 が キ ラ キ ラ と 輝 く パ ー ル 調 の 装 飾 効 果 を 表 現 す る こ と が で き る 。 こ
の パ ー ル 調 の 装 飾 効 果 を 出 す た め 、 図 ７ （ ａ ） に は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 樹 脂 板 側 の 表 面 に
、 エ ン ボ ス 加 工 が 施 さ れ て 微 細 な 凹 凸 が 形 成 さ れ た 場 合 が 示 さ れ 、 図 ７ （ ｂ ） に は 、 偏 光
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フ ィ ル ム ２ の 樹 脂 板 側 と 反 対 の 表 面 に 、 即 ち 、 筐 体 表 面 と な る が 、 エ ン ボ ス 加 工 が 施 さ れ
て 微 細 な 凹 凸 が 形 成 さ れ た 場 合 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ ら の よ う に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の い ず れ か 一 方 の 表 面 に 、 エ ン ボ ス 加 工 に よ っ て 多 数
の 凹 凸 が 形 成 さ れ る と 、 外 部 光 の 反 射 が 変 化 し 、 キ ラ キ ラ 感 が 表 出 さ れ る 。 そ の た め 、 凹
凸 が 微 細 に な る と 、 全 体 表 面 が パ ー ル 調 の 輝 き と な り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 を 白 色 に す る と 、
パ ー ル ピ ン ク か ら パ ー ル ブ ル ー へ と 変 化 す る 装 飾 効 果 を 際 立 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 上 に 説 明 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 で 使 用 さ れ た 成 形 型 ３ に は 、 図 ５ に 示 さ れ
る よ う に 、 所 定 形 状 の 凹 部 が 形 成 さ れ て い る だ け で あ っ た が 、 こ の 成 形 型 ３ の 凹 部 の 表 面
に 細 か い 凹 凸 を 形 成 し て お く と 、 加 熱 成 形 時 に 、 こ の 凹 凸 に 従 っ た 型 押 し 成 形 を 実 現 で き
る 。 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム １ と に よ る 積 層 板 に 凹 凸 に 従 っ た 模 様 を 形 成 で き る
。 こ の 場 合 に は 、 筐 体 表 面 に こ の 凹 凸 の 模 様 の 上 に 、 玉 虫 色 の 光 沢 に よ る 装 飾 効 果 を 施 す
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 こ れ ま で に 説 明 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム が 熱 可 塑 性 樹 脂 板 の 上
に 貼 り 合 わ さ れ 、 筐 体 の 表 面 を 形 成 し て い た が 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 を 透 明 な 材 料 で 生 成 さ れ
て い る 場 合 に は 、 そ の 熱 可 塑 性 樹 脂 板 の 下 側 、 即 ち 、 筐 体 の 内 面 側 に 、 偏 光 フ ィ ル ム を 貼
り 合 わ せ て も 、 玉 虫 色 の 光 沢 に よ る 装 飾 効 果 を 施 す こ と が で き る 。 こ の 場 合 の 加 熱 成 形 に
あ た っ て は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と に よ る 積 層 板 は 、 図 ５ で 示 さ れ た 成 形
型 ３ に 、 図 示 と は 反 対 に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 上 側 に し て 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 方 、 偏 光 フ ィ ル ム を 熱 可 塑 性 樹 脂 基 板 に 貼 り 合 わ せ る 手 法 に よ り 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を
製 造 す る 代 わ り に 、 外 側 に 突 出 す る 突 出 部 を 形 成 で き る 所 定 形 状 を 有 す る 成 形 型 を 用 い て
、 偏 光 フ ィ ル ム を そ の 成 形 型 で 所 定 形 状 に 成 形 し た 後 に 、 そ の 所 定 形 状 の 内 側 に 、 熱 可 塑
性 樹 脂 で 射 出 成 形 す る こ と に よ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 を 形 成 し て 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 製 造
す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ８ に 、 こ の 場 合 に お け る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 が 第 ３ 具 体 例 と し て 示 さ れ て い
る 。 図 ８ の （ ａ ） 乃 至 （ ｄ ） は 、 第 ３ 具 体 例 に よ る 製 造 工 程 を 表 し て お り 、 各 工 程 を 断 面
図 で 示 し て い る 。 図 ８ に お け る （ ａ ） か ら （ ｂ ） が 製 造 工 程 順 に な っ て お り 、 こ の 第 ３ 具
体 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 に は 、 図 ５ に 示 さ れ た 成 形 型 ３ が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 先 ず 、 図 ８ （ ａ ） に お い て 、 所 定 形 状 の 凹 部 Ｍ を 備 え た 成 形 型 ３ に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を
当 て る 。 こ の と き 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ は 、 所 定 サ イ ズ に 切 り 抜 か れ た も の で も 、 ま た 、 連 続
シ ー ト の 状 態 で あ っ て も よ い 。 次 い で 、 図 に は 示 さ れ て い な い が 、 成 形 型 ３ の 凹 部 Ｍ 内 の
空 気 を 引 き 抜 く 孔 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 孔 か ら 空 気 を 引 き 抜 く こ と に よ り 、 偏 光 フ ィ ル
ム ２ を 真 空 引 き し て 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 所 定 形 状 に 加 熱 成
形 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 所 定 形 状 に 成 形 し た 後 に 、 そ の 形 状 を 維 持 し た ま ま 、 図 ８ （ ｃ ） に 示
さ れ る よ う に 、 成 形 型 ３ の 凹 部 Ｍ の 形 状 に 適 合 す る 形 状 を 有 し た 射 出 側 成 形 型 ４ が 、 偏 光
フ ィ ル ム ２ が 間 に 介 在 す る 形 態 で 、 成 形 型 ３ に 合 わ さ れ る 。 そ こ で 、 射 出 側 成 形 型 ４ に 設
け ら れ た 射 出 孔 ５ か ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 射 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 成 形 型 ３ の 凹 部 に お い て 所 定 形 状 に 成 形 さ れ た 後 に 、 射 出
側 成 形 型 ４ を 取 り 除 く と 、 図 ８ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 維 持 さ れ
た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 側 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 が 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 面 に 沿 っ て 、 所 定 形 状
に 成 形 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 ８ （ ｄ ） に お い て 、 矢 印 で 示 さ れ る 位 置 で 、 偏 光 フ ィ ル ム
２ を ト リ ミ ン グ す る と 、 図 １ に 示 さ れ た 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 完 成 す る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 な お 、 こ の ト リ ミ ン グ は 、 図 ８ （ ｃ ） の 段 階 で 、 射 出 側 成 形 型 ４ に 、 例 え ば 、 切 り 取 り
刃 な ど の ト リ ミ ン グ 機 能 を 備 え て お く こ と も で き る 。 ま た 、 図 ８ に 示 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂
筐 体 の 製 造 方 法 に お い て も 、 エ ン ボ ス 加 工 を 施 し た 偏 光 フ ィ ル ム を 使 用 す る こ と が で き 、
筐 体 に 特 殊 な 装 飾 効 果 を 付 与 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 成 形 型 ３ の み に 、 又 は 、 成 形 型 ３ と 射 出 側 成 形 型 ４ の 双 方 に 、 凹 凸 を 形 成 し て
お く と 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 凹 凸 の 模 様 を 形 成 す る こ と も で き 、 熱 可 塑 性 樹 脂 の 着 色 も 任
意 に 選 択 で き る 。 樹 脂 可 塑 性 樹 脂 が 無 色 透 明 で あ る 場 合 に は 、 射 出 成 形 後 に 、 筐 体 の 内 面
を 全 面 的 に 又 は 部 分 的 に 、 単 色 又 は 複 数 色 で 塗 装 す る こ と に よ り 、 装 飾 性 を 施 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 一 枚 の 偏 光 フ ィ ル ム を 、 皺 が 発 生 す る こ と な く 、 筐 体 の 全 体 に わ た っ
て 、 樹 脂 板 の 外 表 面 に 被 着 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 場 合 で あ り 、 こ の 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 樹
脂 板 １ に よ る 筐 体 の 全 表 面 に 被 着 さ れ る よ う に 、 第 １ 具 体 例 又 は 第 ２ 具 体 例 に よ る 製 造 工
程 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム と 樹 脂 板 と を 予 め 貼 り 合 わ せ た 積 層 板 が 使 用 さ れ て お り 、 こ の 積 層
板 が 成 形 型 の 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 、 所 定 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 形 成 さ れ る も の で あ
っ た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 説 明 さ れ る 所 定 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 作 製 す る 製 造 方 法 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム と
樹 脂 板 と が 予 め 貼 り 合 わ さ れ た 積 層 板 を 用 い る の で は な く 、 偏 光 フ ィ ル ム の 成 形 の 後 に 、
熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 成 形 を 行 う こ と に よ っ て 、 偏 光 フ ィ ル ム が 熱 可 塑 性 樹 脂 上 に 被 着 さ れ
る よ う に し て 、 偏 光 フ ィ ル ム が 全 面 に 被 着 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 が 作 製 さ れ る よ う に し
た 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 様 な 、 成 形 工 程 の 中 で 偏 光 フ ィ ル ム と 樹 脂 板 と を 一 体 的 に 被 着 さ せ る 製 造 方 法 が 適
用 さ れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 形 状 は 、 第 １ 形 態 例 に よ る 筐 体 の 形 状 で も よ く 、 成 形 型 に 設
け ら れ た 凹 部 の 形 状 を 変 更 す る こ と に よ り 、 種 々 の 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 製 造 す る こ
と が で き る 。 こ こ で は 、 図 ９ に 示 さ れ る 第 ２ 形 態 例 の 形 状 を 有 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ２
を 製 造 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 成 形 型 の 凹 部 形 状 を 変 更 す る こ と に よ り 、 種 々 の 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 得 る
こ と が で き る が 、 こ の 凹 部 形 状 に よ っ て は 、 偏 光 フ ィ ル ム の 成 形 時 に 、 偏 光 フ ィ ル ム 全 体
に 不 均 一 な 押 圧 力 が 作 用 す る 場 合 が あ る 。 偏 光 フ ィ ル ム 自 体 が 元 々 張 力 の 異 な る フ ィ ル ム
の 積 層 に よ る も の で あ る が 、 こ の 不 均 一 な 押 圧 力 が 部 分 的 に そ の 張 力 を 変 化 さ せ る 。 こ の
張 力 変 化 に よ っ て 、 フ ィ ル ム の 屈 折 率 が 変 化 し 、 こ の 屈 折 率 が 変 化 し た 部 分 に お け る 偏 光
フ ィ ル ム の 発 色 状 態 が 、 他 の 部 分 と 異 な る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ こ で 、 こ の 張 力 変 化 を 積 極 的 に 利 用 す る と 、 偏 光 フ ィ ル ム の 発 色 状 態 に 変 化 を 与 え る
こ と が で き 、 こ れ を 装 飾 に 用 い て 、 高 い 質 感 を 表 現 す る こ と が 可 能 と な る 。 例 え ば 、 図 ９
に 示 さ れ た 第 ２ 形 態 例 の よ う に 、 偏 光 フ ィ ル ム が 小 さ な 半 径 で 折 れ 曲 が る よ う に 押 圧 さ れ
る と 、 部 分 的 に 偏 光 フ ィ ル ム の 張 力 が 異 な る よ う に な り 、 部 分 的 に 屈 折 率 が 異 な り 、 そ の
部 分 の 発 色 が 変 化 す る 。 そ の た め 、 こ の 発 色 の 原 理 を 積 極 的 に 利 用 で き る よ う に 、 成 形 型
の 凹 部 形 状 に 適 当 に 凹 凸 を 設 け て お く と 、 部 分 的 に 変 化 し た 装 飾 効 果 が 得 ら れ 、 装 飾 性 を
向 上 で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 図 ９ の 第 ２ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ２ の 製 造 方 法 に お い て 、 先 ず 、 成 形
型 に 設 け ら れ た 第 ２ 形 態 例 の 形 状 を 有 す る 凹 部 Ｍ 内 に 、 偏 光 フ ィ ル ム を 成 形 す る 場 合 に つ
い て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 前 述 し た 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、
用 意 さ れ る 。 偏 光 フ ィ ル ム ２ は 、 所 定 サ イ ズ に 切 り 抜 か れ た も の で も 、 或 い は 、 連 続 す る
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ロ ー ル シ ー ト 状 の も の で も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ 形 態 例 の 形 状 を 有 す る 凹 部 Ｍ が 設 け ら れ た 成 形 型
３ １ の 上 に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 載 置 す る 。 こ の と き 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 成 形 型 ３ １ に 押 し
付 け 易 く す る た め 、 成 形 型 ３ １ 自 体 を 適 温 に 加 熱 し て お く 。 次 い で 、 図 １ ０ （ ｃ ） に 示 さ
れ る よ う に 、 例 え ば 、 エ ア ー な ど の 吹 き 付 け に よ っ て 押 圧 力 を 偏 光 フ ィ ル ム ２ に 加 え 、 偏
光 フ ィ ル ム ２ を 、 成 形 型 ３ １ の 凹 部 Ｍ の 内 面 に 押 し 付 け 、 変 形 さ せ て 成 形 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 図 １ ０ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） に お け る 偏 光 フ ィ ル ム の 成 形 で は 、 図 １ ０ （ ｂ ） に お い
て 、 成 形 型 ３ １ を 適 温 に 加 熱 す る よ う に し た が 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ 自 体 も 、 図 １ ０ （ ａ ） の
段 階 で 、 適 温 に 加 熱 し て お く と 、 偏 光 フ ィ ル ム を 変 形 し 易 く な り 、 成 形 型 に 押 し 付 け 易 く
な る 。 こ の 場 合 、 成 形 型 ３ １ の 加 熱 を し な く て も 、 偏 光 フ ィ ル ム が 変 形 し 易 く な っ て い る
の で 、 成 形 型 に 押 し 付 け 易 く な っ て い る 。 な お 、 エ ア ー な ど の 吹 き 付 け に よ る 押 圧 で 偏 光
フ ィ ル ム を 成 形 す る 代 わ り に 、 成 形 型 ３ １ に １ 個 又 は 複 数 個 の 吸 引 孔 を 設 け て お き 、 こ の
吸 引 孔 か ら 凹 部 Ｍ 内 の 空 気 を 吸 引 す る こ と に よ っ て 、 偏 光 フ ィ ル ム を 成 形 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 押 圧 に よ る 成 形 を 採 用 し た 場 合 に お け る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ２
に 係 る 製 造 工 程 の 第 ４ 具 体 例 を 説 明 す る 。 こ の 第 ４ 具 体 例 に よ る 製 造 工 程 が 、 図 １ １ に 示
さ れ て い る 。 図 １ １ の （ ａ ） 乃 至 （ ｄ ） は 、 第 ４ 具 体 例 に よ る 製 造 工 程 を 表 し て お り 、 各
工 程 を 断 面 図 で 示 し て い る 。 第 ３ 具 体 例 の 場 合 と 同 様 に 、 図 １ １ に お け る （ ａ ） か ら （ ｂ
） が 製 造 工 程 順 に な っ て お り 、 こ の 第 ４ 具 体 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ２ の 製 造 に は 、
図 １ ０ に 示 さ れ た 成 形 型 ３ １ が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 先 ず 、 図 １ １ （ ａ ） に お い て 、 所 定 形 状 の 凹 部 Ｍ を 備 え た 成 形 型 ３ １ に 、 偏 光 フ ィ ル ム
２ を 当 て る 。 次 い で 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 エ ア ー な ど の 吹 き 付 け に よ る 押 圧
で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 所 定 形 状 に 加 熱 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 所 定 形 状 に 成 形 し た 後 に 、 そ の 形 状 を 維 持 し た ま ま 、 図 １ １ （ ｃ ） に
示 さ れ る よ う に 、 成 形 型 ３ １ の 凹 部 Ｍ の 形 状 に 適 合 す る 形 状 を 有 し た 射 出 側 成 形 型 ４ １ が
、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 間 に 介 在 す る 形 態 で 、 成 形 型 ３ １ に 合 わ さ れ る 。 そ こ で 、 射 出 側 成 形
型 ４ １ に 設 け ら れ た 射 出 孔 ５ １ か ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 射 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 成 形 型 ３ １ の 凹 部 Ｍ に お い て 所 定 形 状 に 成 形 さ れ た 後 に 、
射 出 側 成 形 型 ４ １ を 取 り 除 き 、 成 形 型 ３ １ か ら 取 り 出 す と 、 図 １ １ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う
に 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 維 持 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 側 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 偏 光 フ ィ
ル ム ２ の 内 面 に 沿 っ て 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ １ （ ｄ ） に お い て 、 矢 印 で
示 さ れ る 位 置 で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を ト リ ミ ン グ す る と 、 図 ９ に 示 さ れ た 形 状 の 熱 可 塑 性 樹
脂 筐 体 Ｂ ２ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 一 方 、 図 １ ２ に は 、 成 形 型 の 凹 部 に 連 通 す る １ 個 又 は 複 数 個 の 吸 引 孔 が 設 け ら れ て い る
場 合 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 が 第 ５ 具 体 例 と し て 示 さ れ て い る 。 図 １ ２ で は 、 成 形
型 ３ ２ に 、 代 表 的 に 、 １ 個 の 吸 引 孔 ６ が 設 け ら れ て い る 。 先 ず 、 図 １ ２ （ ａ ） に お い て 、
所 定 形 状 の 凹 部 Ｍ を 備 え た 成 形 型 ３ ２ に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 当 て る 。 次 い で 、 図 １ ２ （ ｂ
） に 示 さ れ る よ う に 、 吸 引 孔 ６ か ら 、 凹 部 Ｍ 内 の 空 気 を 吸 引 し 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 所 定 形
状 に 加 熱 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 所 定 形 状 に 成 形 し た 後 に 、 そ の 形 状 を 維 持 し た ま ま 、 図 １ ２ （ ｃ ） に
示 さ れ る よ う に 、 成 形 型 ３ ２ の 凹 部 Ｍ の 形 状 に 適 合 す る 形 状 を 有 し た 射 出 側 成 形 型 ４ １ が
、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 間 に 介 在 す る 形 態 で 、 成 形 型 ３ ２ に 合 わ さ れ る 。 そ こ で 、 射 出 側 成 形
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型 ４ １ に 設 け ら れ た 射 出 孔 ５ １ か ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 射 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 成 形 型 ３ ２ の 凹 部 Ｍ に お い て 所 定 形 状 に 成 形 さ れ た 後 に 、
射 出 側 成 形 型 ４ １ を 取 り 除 き 、 成 形 型 ３ ２ か ら 取 り 出 す と 、 図 １ ２ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う
に 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 維 持 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 側 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 偏 光 フ ィ
ル ム ２ の 内 面 に 沿 っ て 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ ２ （ ｄ ） に お い て 、 矢 印 で
示 さ れ る 位 置 で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を ト リ ミ ン グ す る と 、 図 ９ に 示 さ れ た 形 状 の 熱 可 塑 性 樹
脂 筐 体 Ｂ ２ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 と こ ろ で 、 第 ５ 具 体 例 に よ る 製 造 工 程 に 使 用 さ れ る 成 形 型 に お い て 、 そ の 凹 部 に 連 通 す
る 吸 引 孔 が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 図 １ ３ （ ａ ） で 示 さ れ た 丸 で 囲 ま れ た 部 分 に お い て
、 偏 光 フ ィ ル ム ２ に 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う な 異 形 状 部 分 が 生 起 さ れ る こ と が あ る
。 つ ま り 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 成 形 し 易 く す る た め に 加 熱 さ れ る の で 、 吸 引 孔 の 大 き さ を 大
き く す る と 、 吸 引 孔 ６ か ら の 吸 引 力 に よ っ て 、 平 に 成 形 さ れ る べ き 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 一 部
が 変 形 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 そ の た め 、 成 形 型 ３ ２ に 設 け ら れ る 吸 引 孔 ６ の 穴 径 は 、 吸 引 速 度 に 合 わ せ て 決 め ら れ 、
吸 引 が 一 箇 所 に 集 中 し な い よ う に 、 複 数 個 の 吸 引 孔 を 、 適 宜 分 散 し て 設 け る こ と で 、 異 形
状 部 分 の 発 生 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 第 ５ 具 体 例 の 場 合 と 同 様 に 、 成 形 型 の 凹 部 か ら 空 気 を 吸 引 し て 、 偏 光 フ ィ ル ム を
成 形 す る 場 合 で あ る が 、 成 形 時 の 異 形 状 部 分 が 、 筐 体 の 主 表 面 に 発 生 し な い よ う に し 、 筐
体 の 主 表 面 は 、 き れ い な 装 飾 効 果 を 表 出 で き る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の 製 造 方 法 で 製 造 さ れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 ３ 形 態 例 を 、 図 １ ４ に 示 し た 。 第 ３ 形
態 例 で は 、 図 ９ に 示 し た 第 ２ 形 態 例 の 場 合 と 異 な り 、 一 つ の ブ ロ ッ ク に 成 形 さ れ た 熱 可 塑
性 樹 脂 １ １ が 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ３ の 本 体 を 形 成 し て お り 、 そ の 全 面 に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２
が 被 着 さ れ て い る 。 余 分 な 偏 光 フ ィ ル ム は 、 第 ２ 形 態 例 の 場 合 と 同 様 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐
体 Ｂ ３ の 端 部 で ト リ ミ ン グ さ れ て 取 り 除 か れ 、 筐 体 の 製 造 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ こ で 、 第 ３ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ３ を 製 造 す る と き 、 偏 光 フ ィ ル ム の 成 形
時 に お け る 吸 引 に よ っ て 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う な 異 形 状 部 分 が 筐 体 の 主 表 面 に 生 起 さ
れ る と 、 装 飾 上 、 問 題 に な る こ と が あ る 。 こ の 問 題 を 回 避 す る 手 法 と し て 、 図 １ ３ に 示 さ
れ る よ う に 、 成 形 型 に 設 け る 吸 引 孔 を 複 数 個 に 分 散 さ せ る こ と も で き る 。 こ れ に 対 し て 、
図 １ ４ に 示 さ れ た 第 ３ 形 態 例 の 場 合 の よ う に 、 筐 体 の 端 部 に 異 形 状 部 分 が 発 生 し て い て も
、 筐 体 の 主 表 面 に 、 異 形 状 部 分 が な け れ ば 、 装 飾 上 、 問 題 が な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 様 な 場 合 に 対 処 す る た め 、 図 １ ５ に 示 さ れ た 矢 印 の よ う に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 成 形
時 に 使 用 す る 成 形 型 ３ ４ に お い て 、 筐 体 の 端 部 に 該 当 す る 位 置 か ら 集 中 し て 吸 引 す る こ と
も で き る 。 こ の 手 法 に よ れ ば 、 筐 体 の 端 部 に 該 当 す る 位 置 に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ に 異 形 状 部
分 が 生 じ て い て も 、 筐 体 の 主 表 面 に は 、 異 形 状 部 分 が 存 在 し な い の で 、 筐 体 の 装 飾 上 の 問
題 を 回 避 す る こ と が で き る 。 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 成 形 型 ３ ４ に 成 形 さ れ た 後 に お け る 筐 体 製
造 工 程 は 、 図 １ ２ に 示 さ れ た 第 ５ 具 体 例 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 以 上 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 成 形 す る 成 形 型 ３ ４ に 吸 引 孔 を 筐 体 端 部 に 該 当 す る 位 置 に
設 け る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 次 に 、 こ の 吸 引 孔 の 設 け 方 を 工 夫 し た 第 ６ 具 体 例 に よ る
熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 １ ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ こ で は 、 偏 光 フ ィ
ル ム ２ を 成 形 す る た め の 成 形 型 の 凹 部 Ｍ に 連 通 す る 小 凹 部 ｍ を 設 け て お き 、 こ の 小 凹 部 ｍ
か ら 吸 引 す る よ う に し 、 筐 体 の 端 部 に 該 当 す る 位 置 に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ に 異 形 状 部 分 が 生
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じ る が 、 筐 体 の 主 表 面 に は 、 異 形 状 部 分 が 存 在 し な い 状 態 で 、 製 造 が 完 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 １ ６ で は 、 成 形 型 ３ ５ に 、 代 表 的 に 、 凹 部 Ｍ に 連 通 す る 小 凹 部 ｍ が 設 け ら れ て い る 。
こ の 小 凹 部 ｍ は 、 凹 部 Ｍ の 周 囲 に 複 数 箇 所 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の 小 凹 部 ｍ に は 、
吸 引 孔 ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 先 ず 、 図 １ ６ （ ａ ） に お い て 、 所 定 形 状 の 凹 部 Ｍ と こ れ に
連 通 す る 小 凹 部 ｍ と を 備 え た 成 形 型 ３ ５ に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 当 て る 。 次 い で 、 図 １ ６ （
ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 吸 引 孔 ６ か ら 、 小 凹 部 ｍ を 経 由 し て 凹 部 Ｍ 内 の 空 気 を 吸 引 し 、 偏
光 フ ィ ル ム ２ が 、 凹 部 Ｍ に 対 応 す る 所 定 形 状 に 従 っ て 、 さ ら に 、 小 凹 部 ｍ の 形 状 に 従 っ て
加 熱 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 所 定 形 状 に 成 形 し た 後 に 、 そ の 形 状 を 維 持 し た ま ま 、 図 １ ６ （ ｃ ） に
示 さ れ る よ う に 、 平 ら な 成 形 面 を 有 し た 射 出 側 成 形 型 ４ ２ が 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 介 在 さ せ
て 、 成 形 型 ３ ５ に 合 わ さ れ る 。 そ こ で 、 射 出 側 成 形 型 ４ ２ に 設 け ら れ た 射 出 孔 ５ ２ か ら 、
熱 可 塑 性 樹 脂 が 射 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 射 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 成 形 型 ３ ５ の 凹 部 Ｍ と 小 凹 部 ｍ と に お い て 所 定 形 状 に 成 形
さ れ た 後 に 、 射 出 側 成 形 型 ４ ２ を 取 り 除 き 、 成 形 型 ３ ２ か ら 取 り 出 す と 、 図 １ ６ （ ｄ ） に
示 さ れ る よ う に 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 維 持 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 側 に 、 熱 可 塑 性 樹
脂 １ １ が 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 面 に 沿 っ て 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ ６ （ ｄ
） に お い て 、 矢 印 で 示 さ れ る 位 置 で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を ト リ ミ ン グ す る と 、 図 １ ４ に 示 さ
れ た 第 ３ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ３ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ こ で 、 図 １ ６ （ ｄ ） に 示 さ れ る 丸 印 の 位 置 に お い て 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ に 吸 引 孔 ６ ４ に
よ る 異 形 状 部 分 が 生 じ て し ま う が 、 矢 印 の 位 置 で ト リ ミ ン グ さ れ る の で 、 こ の 異 形 状 部 分
は 、 完 成 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ３ か ら 切 り 離 さ れ 、 関 係 な く な る 。 さ ら に 、 熱 可 塑 性 樹
脂 １ １ は 、 凹 部 Ｍ と 小 凹 部 ｍ と 連 通 部 分 で 切 り 離 さ れ る の で 、 こ の 切 り 離 し 部 分 だ け に お
い て は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ に よ る 装 飾 効 果 を 得 る こ と が で き な い が 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ３
の 主 表 面 に 係 る 装 飾 効 果 に は 影 響 し な い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お 、 図 １ ６ に 示 し た 第 ６ 具 体 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 で は 、 図 ９ に 示 さ
れ た 第 ３ 形 態 例 の 筐 体 が 製 造 さ わ れ 、 一 つ の ブ ロ ッ ク に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 の 表 面 に 偏 光 フ
ィ ル ム を 被 着 さ せ る 場 合 で あ っ た が 、 図 １ ６ （ ｃ ） に 示 さ れ た 射 出 側 成 形 型 ４ ２ の 代 わ り
に 、 図 １ ２ （ ｃ ） に 示 さ れ た 第 ５ 具 体 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 に 使 用 さ れ た
射 出 側 成 形 型 ４ １ を 使 用 す る こ と に よ り 、 図 ９ に 示 さ れ た 第 ２ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂
筐 体 Ｂ ２ を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 以 上 に 説 明 し た 製 造 方 法 で 製 造 さ れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 １ 乃 至 第 ３ 形 態 例 で は 、 外
側 に 突 出 す る 所 定 形 状 の 突 出 部 を 有 す る 形 態 、 例 え ば 、 全 体 と し て 、 皿 型 、 椀 型 な ど を 有
す る 形 状 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 で あ り 、 そ の 外 面 に の み 、 偏 光 フ ィ ル ム を 被 着 す る 場 合 で あ
っ た 。 次 に 、 そ の 両 面 に 、 偏 光 フ ィ ル ム を 被 着 さ せ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 に つ い
て 、 図 １ ７ 乃 至 図 １ ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 １ ７ は 、 偏 光 フ ィ ル ム が 筐 体 の 両 面 に 被 着 さ れ る 第 ４ 形 態 例 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ４
の 断 面 図 を 示 し て い る 。 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ４ は 、 全 体 と し て 、 断 面 が 樋 状 の 形 態 を 有 し
、 そ の 外 側 と 内 側 の 両 面 に お い て 、 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 効 果 が 期 待 さ れ 、 そ の 端 面 に
お い て は 、 そ の 装 飾 効 果 を 必 要 と さ れ て い な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 そ こ で 、 図 １ ７ に 示 さ れ た 第 ４ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ４ の 製 造 方 法 が 、 図 １
８ 及 び 図 １ ９ に 、 第 ７ 具 体 例 と し て 示 さ れ て い る 。 こ こ に 示 さ れ た 第 ７ 具 体 例 に よ る 製 造
方 法 で は 、 前 述 し た 第 ３ 乃 至 第 ６ 具 体 例 の 場 合 と 異 な り 、 ２ 枚 の 偏 光 フ ィ ル ム が 用 意 さ れ
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、 各 偏 光 フ ィ ル ム を そ れ ぞ れ 成 形 す る た め の 成 形 型 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 先 ず 、 図 １ ８ （ ａ ） に お い て 、 外 側 用 の 偏 光 フ ィ ル ム ２ と 、 外 側 用 の 偏 光 フ ィ ル ム ２ １
が 用 意 さ れ る 。 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 成 形 す る 成 形 型 ３ ２ に は 、 所 定 形 状 の 凹 部 Ｍ が 設 け ら れ
て お り 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ １ を 成 形 す る 成 形 型 ４ ３ に は 、 凹 部 Ｍ に 整 合 す る 凸 部 が 設 け ら れ
て い る 。 偏 光 フ ィ ル ム ２ は 、 成 形 型 ３ ２ に 、 そ し て 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ １ は 、 成 形 型 ４ ３ に
そ れ ぞ れ 当 て ら れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 い で 、 図 １ ８ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 吸 引 孔 ６ か ら 、 凹 部 Ｍ 内 の 空 気 を 吸 引 し 、 偏
光 フ ィ ル ム ２ が 、 凹 部 Ｍ に 対 応 す る 所 定 形 状 に 従 っ て 加 熱 成 形 さ れ る 。 一 方 、 内 側 用 の 偏
光 フ ィ ル ム ２ １ に つ い て 、 成 形 型 ４ ３ に 設 け ら れ た 吸 引 孔 ６ ５ か ら 空 気 を 吸 引 し 、 偏 光 フ
ィ ル ム ２ １ が 、 成 形 型 ４ ３ の 形 状 に 従 っ て 加 熱 成 形 さ れ る 。 な お 、 図 １ ８ で は 、 成 形 型 ４
３ に は 、 代 表 的 に 、 一 個 の 吸 引 孔 ６ ５ が 示 さ れ て お り 、 実 際 に は 、 成 形 型 ４ ３ の 成 形 面 の
形 状 が 凸 部 を 有 し て い る の で 、 複 数 個 の 吸 引 孔 が 設 け ら れ る 。 或 い は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ １
の 成 形 に 当 っ て は 、 吸 引 方 式 の 代 わ り に 、 前 述 し た 押 圧 方 式 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 凹 部 Ｍ の 形 状 に 成 形 し 、 さ ら に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ １ を 凸 部 の 形 状 に 成
形 し た 後 に 、 そ れ ら の 形 状 を 維 持 し た ま ま 、 図 １ ９ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 成 形 型 ３ ２
と 成 形 型 ４ ３ と が 合 わ さ れ る 。 こ こ で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ １ と の 間 に 、 第
９ 形 態 例 の 筐 体 形 状 に 従 う 空 間 が 形 成 さ れ る 。 そ こ で 、 図 １ ９ （ ａ ） の 矢 印 で 示 さ れ る よ
う に 、 そ の 空 間 の 端 部 、 即 ち 、 紙 面 と 直 角 方 向 の 部 位 か ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 該 空 間 に 射 出
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 射 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 成 形 型 ３ ２ の 凹 部 Ｍ の 所 定 形 状 に 成 形 さ れ た 後 に 、 成 形 型
３ ２ と 成 形 型 ４ ３ と を 取 り 除 き 、 成 形 型 か ら 取 り 出 す と 、 図 １ ９ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に
、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 維 持 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ １ と の 間 で 、 熱 可 塑
性 樹 脂 １ ２ が 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ ９ （ ｂ ） に お い て 、 矢 印 で 示 さ れ る
位 置 で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ と ２ １ を ト リ ミ ン グ す る と 、 図 １ ７ に 示 さ れ た 第 ４ 形 態 例 に よ る
熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ４ が 完 成 す る 。 こ の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ４ で は 、 筐 体 の 外 側 と 内 側 に
装 飾 効 果 を 期 待 す る も の で あ る の で 、 筐 体 の 両 端 部 に お い て 、 偏 光 フ ィ ル ム に 異 形 状 部 分
が 存 在 し て い て も 、 装 飾 上 の 問 題 に な ら な い し 、 或 い は 、 両 端 部 が 不 要 で あ れ ば 、 切 り 落
と す こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ れ ま で に 説 明 し て き た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 形 態 例 で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 の 表 面 上 に 、 偏
光 フ ィ ル ム が 被 着 さ れ て い た 。 こ の 形 態 例 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 効 果 が 表 出 さ れ
る も の で あ り 、 有 色 樹 脂 、 塗 装 、 メ ッ キ 、 金 属 な ど の 蒸 着 、 な ど で は 、 表 現 で き な い 玉 虫
色 、 パ ー ル ピ ン ク か ら パ ー ル ブ ル ー へ の 変 色 な ど の 装 飾 を 施 す こ と が で き る が 、 さ ら に 、
こ れ ら の 装 飾 に 深 み を 与 え 、 質 感 を 向 上 す る こ と が 期 待 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 に は
、 偏 光 フ ィ ル ム の 面 上 に 、 ク リ ア な コ ー ト 層 を 施 す 。 ま た 、 こ の コ ー ト 層 を 施 す こ と に よ
り 、 例 え ば 、 耐 候 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ２ ０ に 、 偏 光 フ ィ ル ム の 面 上 に ク リ ア な コ ー ト 層 を 施 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 ５ 形
態 例 を 示 し た 。 図 ２ ０ （ ａ ） は 、 ク リ ア コ ー ト 層 が 施 さ れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 構 成 が 示
さ れ て い る 。 こ の 筐 体 は 、 成 形 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 １ の 外 面 上 に 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 被 着 さ
れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 ２ ０ （ ｂ ） に は 、 第 ５ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ５ の 一 例 が 示 さ れ て い る 。 こ
こ で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ に 被 着 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 全 面 に 、 ク リ ア コ ー ト 層 ７ が 施 さ
れ て い る 。 こ の ク リ ア コ ー ト 層 ７ は 、 一 定 の 透 過 率 を 有 し て い れ ば よ く 、 有 色 で あ っ て も
よ い 。
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【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ２ ０ （ ｂ ） に は 、 第 ５ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ５ の 他 の 例 が 示 さ れ て い る 。
こ こ で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ に 被 着 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 全 面 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 に よ る コ
ー ト 層 ７ １ が 施 さ れ て い る 。 こ の コ ー ト 層 ７ １ も 、 コ ー ト 層 ７ と 同 様 に 、 一 定 の 透 過 率 を
有 し て い れ ば よ く 、 有 色 で あ っ て も よ い 。 こ の コ ー ト 層 ７ １ は 、 樹 脂 成 形 品 を 更 に 成 形 す
る 二 重 成 形 な ど で 形 成 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ２ １ は 、 第 ５ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ５ の 他 の 例 で 用 い ら れ る コ ー ト 層 ７ １
に 関 す る 樹 脂 成 形 の 様 子 を 示 し て い る 。 成 形 型 ８ に は 、 前 述 し た 各 具 体 例 に よ る 製 造 方 法
で 製 造 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 内 側 の 形 状 に 合 う 凸 部 が 設 け ら れ 、 こ の 凸 部 に 、 熱 可 塑
性 樹 脂 筐 体 が 載 置 さ れ る 。 そ し て 、 そ の 上 方 に は 、 コ ー ト 層 を 樹 脂 成 形 す る 凹 部 を 有 す る
射 出 側 成 形 型 ４ ４ が 配 置 さ れ る 。 こ の 成 形 型 ４ ４ に 備 え ら れ た 射 出 孔 ５ ３ か ら 熱 可 塑 性 樹
脂 を 射 出 す る 。 そ の 後 、 成 形 型 ８ と 成 形 型 ４ ４ を 取 り 外 す と 、 図 ２ ０ （ ｃ ） に 示 さ れ る 熱
可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ５ が 完 成 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 な お 、 図 ２ １ で は 、 成 形 型 ４ ４ に 設 け ら れ た 凹 部 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 形 状 に 沿 っ た
形 状 に し て あ る た め 、 樹 脂 で 成 形 さ れ コ ー ト 層 ７ １ は 、 均 一 な 厚 さ を 有 す る も の と な っ た
が 、 こ の 凹 部 の 形 状 に 、 更 に 凹 凸 を 形 成 し て お く と 、 ま た 更 に 装 飾 性 を 追 加 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 以 上 で は 、 各 具 体 例 を 示 し て 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 を 中 心 に し て 説 明 し た が 、
次 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 に 偏 光 フ ィ ル ム を 被 着 す る と き の 密 着 性 の 向 上 に つ い て 説 明 す る 。 そ
の 密 着 性 の 向 上 の た め の 易 接 着 の 仕 方 が 、 図 ２ ２ （ ａ ） 乃 至 （ ｆ ） に 示 さ れ て い る 。 各 図
で は 、 積 層 状 態 が 、 断 面 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 ２ ２ （ ａ ） で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と を 密 着 さ せ る た め 、 射 出 成 形 さ
れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ と を 同 等 材 質 に よ る も の を 組 み 合 わ せ て い る 。 例
え ば 、 共 に 、 ポ リ エ ス テ ル と す る 。 こ れ に よ り 、 偏 光 フ ィ ル ム と 熱 可 塑 性 樹 と が 、 射 出 成
形 時 の 樹 脂 の 温 度 、 圧 力 、 或 い は 、 温 度 と 圧 力 の 効 果 に よ っ て 、 融 着 し 、 或 い は 、 偏 光 フ
ィ ル ム と 熱 可 塑 性 樹 脂 が 同 種 材 料 で あ る こ と に よ る 分 子 間 引 力 な ど に よ る 効 果 に よ っ て 、
密 着 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ２ ２ （ ｂ ） で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と を 密 着 さ せ る た め 、 偏 光 フ ィ ル
ム ２ に 予 め 接 着 層 ａ を コ ー テ ィ ン グ し て い る 。 例 え ば 、 成 形 樹 脂 を 、 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ と し た 場 合
、 偏 光 フ ィ ル ム に 接 着 層 ａ と し て 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル － ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 を 予 め コ ー
テ ィ ン グ し て お く 。 射 出 成 形 時 の 樹 脂 の 温 度 、 圧 力 、 或 い は 、 温 度 と 圧 力 に よ り 、 接 着 層
ａ が 接 着 機 能 を 発 揮 し 、 密 着 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ２ ２ （ ｃ ） で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と を 密 着 さ せ る た め 、 予 め 、 偏 光
フ ィ ル ム ２ の 密 着 面 を 、 例 え ば 、 易 接 着 の た め の 表 面 改 質 処 理 ｂ を 施 し て お く 。 こ の 改 質
処 理 ｂ が 施 さ れ て い る こ と に よ り 、 射 出 成 形 時 の 樹 脂 の 温 度 、 圧 力 、 或 い は 、 温 度 と 圧 力
に よ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 密 着 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ２ ２ （ ｄ ） は 、 図 ２ ２ （ ａ ） の 場 合 に お け る 接 着 層 ａ と 成 形 樹 脂 １ と の 密 着 性 を 向 上
す る た め 、 予 め 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ 上 の 接 着 層 ａ の 上 面 に 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 ｃ を コ ー テ ィ ン
グ し て お く 。 こ れ に よ り 、 射 出 成 形 時 の 樹 脂 の 温 度 、 圧 力 、 或 い は 、 温 度 と 圧 力 に よ り 、
熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 密 着 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ２ ２ （ ｅ ） で は 、 図 ２ ２ （ ａ ） の 場 合 に お け る 接 着 層 ａ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と の 密 着 性
を 向 上 す る た め 、 予 め 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 密 着 面 を 、 例 え ば 、 易 接 着 の た め の 表 面 改 質 処
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理 ｂ を 施 し て お く 。 こ の 改 質 処 理 ｂ が 施 さ れ て い る こ と に よ り 、 射 出 成 形 時 の 樹 脂 の 温 度
、 圧 力 、 或 い は 、 温 度 と 圧 力 に よ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 密 着 性 が 向 上 す
る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 ２ ２ （ ｆ ） で は 、 図 ２ ２ （ ａ ） の 場 合 に お け る 接 着 層 ａ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と の 密 着 性
を 向 上 す る た め 、 予 め 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 密 着 面 を 、 例 え ば 、 易 接 着 の た め の 表 面 改 質 処
理 ｂ を 施 し て お き 、 更 に 、 こ の 改 質 処 理 ｂ が 施 さ れ た 面 上 に 、 接 着 層 ａ と 偏 光 フ ィ ル ム ２
と の 接 着 性 を 改 善 す る た め の ビ ン デ ィ ン グ 層 ｃ を 介 在 さ せ て お く 。 こ れ ら に よ り 、 射 出 成
形 時 の 樹 脂 の 温 度 、 圧 力 、 或 い は 、 温 度 と 圧 力 に よ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ と 偏 光 フ ィ ル ム ２
の 密 着 性 が 向 上 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 密 着 性 の 向 上 対 策 は 、 図 ２ ２ （ ａ ） 乃 至 （ ｆ ） に 示 さ れ た 組 み 合 わ せ 例 に 限 定 さ
れ な い 。 偏 光 フ ィ ル ム と 熱 可 塑 性 樹 脂 と の 密 着 性 向 上 に は 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ 以 外 に も
、 接 着 層 、 ビ ン デ ィ ン グ 層 、 偏 光 フ ィ ル ム 表 面 の 改 質 処 理 の 組 み 合 わ せ 方 が あ り え る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 次 に 、 偏 光 フ ィ ル ム が 被 着 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お け る 装 飾 例 に つ い て 、 以 下 に 、
説 明 す る 。 図 ２ ３ に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お け る 第 ２ 装 飾 例 が 示 さ れ て い る 。 パ ソ コ ン 、
電 化 製 品 な ど に 使 用 さ れ る 樹 脂 筐 体 に は 、 一 般 的 に 、 社 名 、 品 名 、 ロ ゴ な ど の 捺 印 が 要 求
さ れ る 。 こ の 様 な 捺 印 を 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 へ の 装 飾 と し て 適 用 す る 場 合 に
つ い て 説 明 す る 。 そ こ で 、 図 ２ ３ （ ａ ） に 示 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 成 形 前 に 、 図 ２ ３ （
ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 成 形 樹 脂 １ と の 密 着 面 側 に 、 例 え ば 、 社 名 、 品
名 、 ロ ゴ な ど 表 す 「 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ 」 の よ う に 、 文 字 又 は 記 号 、 或 い は 、 図 形 な ど を 塗
装 な ど で 捺 印 層 を 形 成 し て お く 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 そ こ で 、 図 ２ ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 裏 面 に 印 刷 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ を 所 定 形 状
に 成 形 し 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ６ が 完 成 す る
。 図 ２ ４ は 、 図 ２ ２ （ ｂ ） に し め さ れ る 密 着 向 上 対 策 を 施 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 第 ２ 装
飾 例 を 適 用 し た 場 合 が 断 面 図 で 示 さ れ て い る 。 図 ２ ４ は 、 熱 か 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ６ の 完 成 状
態 を 示 し 、 捺 印 層 ｄ が 接 着 層 ａ と 偏 光 フ ィ ル ム ２ と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 な お 、 図 ２ ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 捺 印 層 は 、 偏 光 フ ィ ル ム の 平 面 に 形 成 さ れ る の
で 、 図 ２ ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 Ｂ ６ が 立 体 的 に 成 形 さ れ る と 、 捺
印 層 が 歪 む こ と が あ る 。 こ の 場 合 に は 、 こ の 歪 状 態 を 事 前 に 把 握 し て お き 、 成 形 さ れ た と
き に 、 正 常 な 形 状 に な る よ う に 修 正 し て お く と よ い 。 ま た 、 捺 印 層 の 形 成 は 、 図 ２ ２ （ ｂ
） の 場 合 に 限 ら れ ず 、 他 の 密 着 改 善 対 策 例 の 場 合 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 ２ ５ に は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お け る 第 ２ 装 飾 例 の 他 の 具 体 例 が 示 さ れ て い る 。 第 ２
装 飾 例 の 他 の 具 体 例 で は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ 自 体 に 蝕 刻 を 施 し て 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ に よ る 装
飾 効 果 に 加 え て 、 そ の 蝕 刻 に よ り 装 飾 を 表 現 し よ う と し て い る 。 図 ２ ５ （ ａ ） に は 、 第 ３
装 飾 例 の 一 例 と し て 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 完 成 後 に お い て 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 上 面 に 、 例
え ば 、 炭 酸 ガ ス レ ー ザ 光 に よ っ て 蝕 刻 し 、 捺 印 処 理 層 ｅ を 形 成 す る 。 こ の 捺 印 処 理 層 ｅ の
形 成 は 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 成 形 前 に 行 わ れ て も よ い 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 ２ ５ （ ｂ ） に は 、 図 ２ ４ に 示 さ れ た 第 ２ 装 飾 例 の 捺 印 層 ｄ に 、 更 に 、 蝕 刻 に よ る 捺 印
処 理 層 ｅ を 組 み 合 わ せ た 場 合 が 示 さ れ て い る 。 な お 、 蝕 刻 に 、 炭 酸 ガ ス レ ー ザ 光 が 使 用 さ
れ て い る が 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 透 明 体 で あ る た め 、 こ の レ ー ザ 光 は 、 こ の 透 明 体 の 加 工 に
適 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ れ ま で に 、 偏 向 フ ィ ル ム の 被 覆 又 は 貼 着 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 装 飾 の 仕 方 に つ い
て 、 種 々 の 形 態 を 挙 げ て 説 明 し て き た 。 上 述 し た 第 ２ 乃 至 第 ４ 形 態 例 で 示 さ れ た 各 具 体 例
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に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 で は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 に 装 飾 を 施 す 仕 方 と し て 、 偏 光 フ ィ ル ム が 所
定 形 状 の 凹 部 を 有 す る 成 形 型 に 当 て ら れ 、 該 凹 部 か ら の 吸 引 に よ り 、 或 い は 、 エ ア ー な ど
の 吹 き 付 け に よ る 押 圧 力 に よ り 、 該 偏 光 フ ィ ル ム を 該 凹 部 の 形 状 に 成 形 し た 後 に 、 熱 可 塑
性 樹 脂 を 該 凹 部 に 射 出 し た 。 こ れ で 、 偏 向 フ ィ ル ム が 被 着 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 得 て
い た 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 し か し 、 こ れ ら の 形 態 例 と は 異 な り 、 該 偏 光 フ ィ ル ム を 該 凹 部 の 形 状 に 成 形 し た 後 に 、
熱 可 塑 性 樹 脂 を 該 凹 部 に 射 出 し て 、 偏 向 フ ィ ル ム を 熱 可 塑 性 樹 脂 に 被 着 す る の で は な く 、
熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 の 際 に 偏 向 フ ィ ル ム を 熱 可 塑 性 樹 脂 に 皺 無 く 被 着 さ せ る こ と も で き る
。 こ の 装 飾 の 仕 方 に よ れ ば 、 成 形 型 に 空 気 吸 引 孔 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 或 い は 、 エ ア
ー な ど の 吹 付 け 装 置 を 特 別 に 備 え る 必 要 も な く な る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 図 １ １ に 示 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 第 ４ 具 体 例 に よ る 製 造 工 程 を 参 考 に
し た 変 形 例 と し て 、 図 ２ ６ に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 の 際 に 偏 向 フ ィ ル ム を 熱 可 塑 性 樹 脂 に
被 着 さ せ る 工 程 図 を 示 し た 。 図 ２ ６ に 示 さ れ た 変 形 例 で は 、 図 １ １ の 場 合 と 同 様 に 、 所 定
形 状 の 凹 部 Ｍ を 有 す る 成 形 型 ３ １ と 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 凹 部 に 射 出 す る 射 出 側 成 形 型 ４ １ と
が 使 用 さ れ る 。 こ の 変 形 例 に よ る 製 造 工 程 が 、 図 ２ ６ の （ ａ ） 乃 至 （ ｄ ） に 示 さ れ 、 各 製
造 工 程 を 、 成 形 型 の 断 面 図 で 示 し て い る 。 図 １ １ の 場 合 と 同 様 に 、 図 ２ ６ に お け る （ ａ ）
か ら （ ｂ ） が 製 造 工 程 順 に な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 先 ず 、 図 ２ ６ （ ａ ） に お い て 、 所 定 形 状 の 凹 部 Ｍ を 備 え た 成 形 型 ３ １ に 、 偏 光 フ ィ ル ム
２ を 当 て る 。 次 い で 、 図 ２ ６ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 射 出 側 成 形 型 ４ １ が 、 偏 向 フ ィ ル
ム を 介 在 さ せ て 、 成 形 型 ３ １ に 押 し 当 て ら れ る 。 こ の と き 、 図 示 の よ う に 、 偏 光 フ ィ ル ム
２ は 、 射 出 側 成 形 型 ４ １ に よ っ て 、 凹 部 Ｍ 内 に 押 圧 さ れ て 撓 む 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 そ の 後 に 、 こ の 状 態 を 維 持 し た ま ま 、 図 ２ ６ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 射 出 側 成 形 型 ４
１ に 設 け ら れ た 射 出 孔 ５ １ か ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 射 出 さ れ る 。 こ の と き 、 射 出 さ れ た 熱 可
塑 性 樹 脂 の 射 出 圧 と 熱 と に よ っ て 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ が 、 成 形 型 ３ １ の 凹 部 Ｍ の 内 面 に 押 し
付 け ら れ る 。 そ の た め 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ は 、 凹 部 Ｍ の 所 定 形 状 に 成 形 さ れ る と 同 時 に 、 熱
可 塑 性 樹 脂 に 被 着 さ れ る 。 こ の 成 形 に よ っ て 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 の 射 出 圧
と 熱 に よ っ て 伸 ば さ れ て 、 皺 が 発 生 す る こ と 無 く 被 着 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 射 出 さ れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 成 形 型 ３ １ の 凹 部 Ｍ に お い て 所 定 形 状 に 成 形 さ れ た 後 に 、
射 出 側 成 形 型 ４ １ を 取 り 除 き 、 成 形 型 ３ １ か ら 取 り 出 す と 、 図 ２ ６ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う
に 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ て 維 持 さ れ た 偏 光 フ ィ ル ム ２ の 内 側 に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 偏 光 フ ィ
ル ム ２ の 内 面 に 沿 っ て 、 所 定 形 状 に 成 形 さ れ る 。 そ し て 、 図 ２ ６ （ ｄ ） に お い て 、 矢 印 で
示 さ れ る 位 置 で 、 偏 光 フ ィ ル ム ２ を ト リ ミ ン グ す る と 、 図 ９ に 示 さ れ た 形 状 の 熱 可 塑 性 樹
脂 筐 体 Ｂ ２ が 完 成 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 以 上 に お い て 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 は 、 筐 体 本 体 が 連 続 す る 面 を 有 す る 一 枚
の 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る 場 合 を 例 に し て 説 明 さ れ た が 、 こ の 場 合 に 限 ら れ る こ と 無 く 、 例
え ば 、 筐 体 本 体 の 中 程 に 、 所 定 形 状 の 開 口 部 が 存 在 す る 場 合 で も 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性
樹 脂 筐 体 の 製 造 方 法 を 適 用 し て 、 筐 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の 製 造 方 法 で は 、 一 枚
の 偏 光 フ ィ ル ム を 成 形 し た 後 に 熱 可 塑 性 樹 脂 を 成 形 し て い る こ と か ら 、 当 該 開 口 部 に も 、
こ の 偏 光 フ ィ ル ム が 存 在 す る 。 こ の 場 合 に は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 の 最 後 で 、 余
分 な 偏 光 フ ィ ル ム を 除 去 す る ト リ ミ ン グ が 行 わ れ て い る の で 、 こ の と き に 、 当 該 開 口 部 に
存 在 す る 偏 光 フ ィ ル ム も ト リ ミ ン グ で 除 去 す れ ば よ い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ま た 、 以 上 の 夫 々 の 製 造 方 法 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 は 、 物 を 収 納 す る た め の 容 器 に 使
用 す る こ と が で き る が 、 太 陽 光 な ど の 自 然 光 や 、 有 機 Ｅ Ｌ 、 発 光 ダ イ オ ー ド な ど に よ る 発

10

20

30

40

50

(20) JP 2007-196659 A 2007.8.9



光 を 透 過 す る よ う に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 を 透 明 又 は 半 透 明 に す る こ と に よ り 、 自 然 光 な ど の
外 部 光 は 玉 虫 色 に 反 射 さ れ 、 内 部 か ら の 発 光 は そ の ま ま 外 部 に 投 射 さ れ る よ う に な る の で
、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 、 特 殊 な 装 飾 効 果 を 施 し た 装 飾 物 と す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 電 子 機 器 の ケ ー ス 、 パ ネ ル な ど に 利 用 す る と き 、 該 電 子 機
器 の 表 示 機 能 の た め に 、 有 機 Ｅ Ｌ 、 発 光 ダ イ オ ー ド な ど に よ る 発 光 素 子 が 備 え ら れ て い る
場 合 に は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 板 を 半 透 明 に し て お く こ と に よ り 、 発 光 素 子 が 点 灯 さ れ て い な い
時 に は 、 外 部 か ら は 発 光 素 子 が 隠 れ て 見 え な く な り 、 筐 体 表 面 に は 外 部 光 に よ る 玉 虫 色 効
果 が 表 出 さ れ る 。 反 対 に 、 発 光 素 子 が 点 灯 さ れ た 時 に は 、 外 部 か ら 、 点 灯 に よ る 発 光 を 認
識 す る こ と が で き 、 玉 虫 色 の 装 飾 効 果 が 表 出 さ れ た 筐 体 表 面 に お い て 、 発 光 表 示 を 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う な 装 飾 効 果 が 得 ら れ る 本 発 明 に よ る 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に
よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 適 用 例 が 、 図 ２ ７ 乃 至 図 ３ ２ に 示 さ れ る 。 以 下 に 、 そ れ ら の 適 用
例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 ２ ７ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は 、 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体
を 利 用 し た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 及 び そ の 関 連 製 品 へ の 適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 図 ２ ７
（ ａ ） は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に お け る 本 体 ケ ー ス 、 表 示 パ ネ ル の 収 納 ケ ー ス 、 或 い
は 、 キ ー ボ ー ド の 各 キ ー な ど に 本 発 明 に よ る 装 飾 効 果 を 施 す 場 合 が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら
の 場 合 で は 、 各 ケ ー ス を 一 体 成 形 す る 際 に 、 平 坦 部 だ け で な く 曲 面 部 も 含 め て 、 ケ ー ス 全
体 に 渡 っ て 、 装 飾 効 果 を 施 す こ と が で き る 。 図 ２ ７ （ ｂ ） に は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
に 接 続 さ れ る 周 辺 機 器 、 例 え ば 、 マ ウ ス の 適 用 例 が 示 さ れ る 。 マ ウ ス の よ う に 、 そ の 全 体
が 複 雑 な 曲 面 を 有 す る 場 合 で も 、 偏 光 フ ィ ル ム に 皺 が 発 生 せ ず 、 マ ウ ス 全 体 に 装 飾 効 果 を
表 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 次 に 、 図 ２ ８ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） に は 、 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹
脂 筐 体 を 利 用 し た 携 帯 電 子 機 器 へ の 適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 携 帯 電 子 機 器 と し て 、 図 ２ ８
（ ａ ） に は 、 携 帯 電 話 機 を 例 に し た 場 合 が 、 図 ２ ８ （ ｂ ） に は 、 ポ ー タ ブ ル ・ オ ー デ ィ オ
プ レ イ ヤ ー を 例 に し た 場 合 が 、 そ し て 図 ２ ８ （ ｃ ） に は 、 ポ ー タ ブ ル ・ ゲ ー ム プ レ イ ヤ ー
を 例 に し た 場 合 が 、 そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 携 帯 電 子 機 器 に お い て も 、 樹 脂 筐 体
が 使 用 さ れ る こ と が 多 く 、 そ の 筐 体 は 複 雑 な 曲 面 と 平 面 で 形 成 さ れ て い る の で 、 こ の 筐 体
へ の 装 飾 を 施 す た め に は 、 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 適 用 す る こ と に よ り 、 機 器 の
筐 体 の 装 飾 を 、 簡 単 に 、 且 つ 、 効 果 的 に 施 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 ２ ９ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は 、 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体
を 利 用 し た 家 電 製 品 へ の 適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 家 電 製 品 の 代 表 例 と し て 、 図 ２ ９ （ ａ ）
に は 、 テ レ ビ ジ ョ ン 装 置 を 例 に し た 場 合 が 、 そ し て 図 ２ ９ （ ｂ ） に は 、 天 井 取 付 け 照 明 器
具 を 例 に し た 場 合 が 示 さ れ て い る 。 テ レ ビ ジ ョ ン 装 置 の 場 合 に は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル を 収 納
す る ベ ゼ ル 部 や 、 装 置 の 支 持 台 な ど の 装 飾 に 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 使 用 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 図 ２ ９ （ ｂ ） で は 、 天 井 取 付 け 照 明 器 具 が 、 取 付 け 台 、 蛍 光 灯 支 持 部 、 照
明 用 カ バ ー 又 は グ ロ ー ブ に 分 解 し て 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 部 品 に お い て 、 装 飾 が 必 要
な 部 分 に 、 本 発 明 に よ る 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 図 ３ ０ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は 、 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体
を 利 用 し た 調 度 品 又 は 備 付 け 機 器 へ の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ３ ０ （ ａ ） に は 、 樹
脂 製 イ ン テ リ ア と し て 、 ド レ ッ サ ー 台 を 例 に し た 場 合 が 、 そ し て 図 ３ ０ （ ｂ ） に は 、 ア ミ
ュ ー ズ メ ン ト 関 連 機 器 と し て 、 パ チ ン コ 台 を 例 に し た 場 合 が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 場 合
に お い て も 、 装 飾 が 必 要 な 部 分 に 、 本 発 明 に よ る 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 を 適 用 す る こ と
が で き る 。
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【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 ３ １ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） に は 、 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体
を 利 用 し た 事 務 用 品 、 装 飾 具 、 玩 具 な ど の 製 品 へ の 適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 図 ３ １ （ ａ ）
に は 、 樹 脂 製 事 務 用 品 と し て 、 ボ ー ル ペ ン な ど の 筆 記 具 を 例 に し た 場 合 が 、 図 ３ １ （ ｂ ）
に は 、 身 体 に 装 着 す る 樹 脂 製 ア ク セ サ リ ー と し て 、 腕 輪 、 ヘ ア バ ン ド な ど を 例 に し た 場 合
が 、 そ し て 図 ３ １ （ ｃ ） に は 、 玩 具 と し て 、 プ ラ ス チ ッ ク モ デ ル に よ る ロ ボ ッ ト を 例 に し
た 場 合 が 、 そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 場 合 に お い て も 、 装 飾 が 必 要 な 部 分 に 、 樹 脂
製 部 品 の 成 形 時 に 、 本 発 明 に よ る 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 図 ３ ２ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に は 、 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性
樹 脂 筐 体 を 利 用 し た 車 両 用 内 外 装 飾 物 へ の 適 用 例 が 示 さ れ て い る 。 図 ３ ２ （ ａ ） に は 、 車
両 用 外 装 物 と し て 、 乗 用 車 な ど の バ ン パ ー を 例 に し た 場 合 が 、 そ し て 図 ３ ２ （ ｂ ） に は 、
車 両 用 内 装 物 と し て 、 乗 用 車 な ど に お け る 運 転 席 の フ ロ ン ト パ ネ ル を 例 に し た 場 合 が 示 さ
れ て い る 。 こ れ ら の 場 合 に お い て も 、 装 飾 が 必 要 な 部 分 に 、 樹 脂 製 部 品 の 成 形 時 に 、 本 発
明 に よ る 偏 光 フ ィ ル ム に よ る 装 飾 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ８ 】
【 図 １ 】 熱 可 塑 性 樹 脂 に 装 飾 が 施 さ れ た 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 １ 形 態 例 を 説
明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 偏 光 フ ィ ル ム の 構 成 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 多 層 フ ィ ル ム に お け る 薄 膜 干 渉 の 原 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 １ 具 体 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ 具 体 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 に お け る 成 形 工 程 を 説 明 す る 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 ２ 具 体 例 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー
ト 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お け る 第 １ 装 飾 例 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 ３ 具 体 例 を 説 明 す る 工 程 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 ２ 形 態 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 偏 光 フ ィ ル ム を 成 形 型 に 装 着 す る 手 順 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 ４ 具 体 例 を 説 明 す る 工 程 図 で あ
る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 ５ 具 体 例 を 説 明 す る 工 程 図 で あ
る 。
【 図 １ ３ 】 偏 光 フ ィ ル ム が 成 形 型 に 装 着 さ れ た と き に お け る 偏 光 フ ィ ル ム 変 形 の 対 処 に つ
い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 ３ 形 態 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 第 ３ 形 態 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 に お け る 偏 光 フ ィ ル ム の 成 形 型
へ の 装 着 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 ６ 具 体 例 を 説 明 す る 工 程 図 で あ
る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 ４ 形 態 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 第 ７ 具 体 例 を 説 明 す る 工 程 図 で あ
る 。
【 図 １ ９ 】 第 ７ 具 体 例 に 係 る 製 造 工 程 の 続 き を 説 明 す る 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 第 ５ 形 態 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 第 ５ 形 態 例 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お け る 偏 光 フ ィ ル ム と 熱 可 塑 性 樹 脂 と の 易 接
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着 の 仕 方 に つ い て 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に お け る 第 ２ 装 飾 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 第 ２ 装 飾 例 に お け る 具 体 例 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 第 ２ 装 飾 例 に お け る 他 の 具 体 例 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 １ １ に 示 さ れ た 第 ４ 具 体 例 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 に 係 る 製 造 工 程 の 変 形 例
を 説 明 す る 工 程 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 利 用 し た パ ー ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ 及 び そ の 関 連 製 品 へ の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 利 用 し た 携 帯 電 子 機
器 へ の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 利 用 し た 家 電 製 品 へ
の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 利 用 し た 調 度 品 又 は
備 付 け 機 器 へ の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 利 用 し た 事 務 用 品 、
装 飾 具 、 玩 具 な ど の 製 品 へ の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 第 １ 乃 至 第 ５ 形 態 例 の 製 造 工 程 に よ る 熱 可 塑 性 樹 脂 筐 体 を 利 用 し た 車 両 用 内 外
装 飾 物 へ の 適 用 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 従 来 技 術 に よ る 筐 体 の 一 部 に 係 る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 従 来 技 術 に よ る 筐 体 の 形 状 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ９ 】
　 １ 、 １ １ 、 １ ２ 　 　 熱 可 塑 性 樹 脂
　 ２ 、 ２ １ 　 　 偏 光 フ ィ ル ム
　 ３ 、 ３ １ ～ ３ ５ 、 ８ 　 　 成 形 型
　 ４ 、 ４ １ ～ ４ ４ 　 　 射 出 側 成 形 型
　 ５ 、 ５ １ ～ ５ ３ 　 　 射 出 孔
　 ６ 、 ６ １ ～ ６ ５ 　 　 吸 引 孔
　 ７ 、 ７ １ 　 　 コ ー ト 層
　 Ｂ 、 Ｂ １ ～ Ｂ ６ 　 　 筐 体
　 Ｃ 　 　 凹 凸 部
　 Ｆ １ ～ Ｆ ３ 　 　 フ ィ ル
　 Ｍ 、 ｍ 　 　 凹 部
　 ａ 　 　 接 着 層
　 ｂ 　 　 易 接 着 処 理 層
　 ｃ 　 　 ビ ン デ ィ ン グ 層
　 ｄ 　 　 捺 印 層
　 ｅ 　 　 捺 印 処 理 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

(26) JP 2007-196659 A 2007.8.9



【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

(30) JP 2007-196659 A 2007.8.9



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)           Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　          　　　　　
   Ｂ２９Ｌ  22/00     (2006.01)           Ｂ２９Ｌ  22:00    　　　　          　　　　　

(72)発明者  有田　隆
            東京都品川区東五反田二丁目３番５号　富士通コンポーネント株式会社内
(72)発明者  金子　雅博
            東京都品川区東五反田二丁目３番５号　富士通コンポーネント株式会社内
Ｆターム(参考) 4F100 AK01A AK01B AK01C AK01D BA02  BA03  BA04  BA06  BA07  BA10B
　　　　 　　        BA10C BA10D CB00  DB18  DD01  EH36  EJ17  EJ42  GB16  GB41 
　　　　 　　        HB00A HB00D JB16A JL10A JL10D JN01D JN10B JN10C
　　　　 　　  4F206 AD05  AD08  AD20  AD24  AF07  AG03  AG05  AG06  AH17  AH42 
　　　　 　　        AM27  AM28  JA07  JB13  JF05  JN25  JW41  JW50 
　　　　 　　  4F213 WA05  WA08  WA43  WA54  WA62  WB01  WB13  WB22 

(31) JP 2007-196659 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

